
一般社団法人 愛知県測量設計業協会

昭和42年8月 社団法人全国測量業協会中部支部愛知県支会発足
昭和49年10月 愛知県測量設計業協会設立総会
昭和49年11月 愛知県より社団法人認可 
  社団法人愛知県測量設計業協会発足（会員数98社）
昭和50年3月  機関誌「あいちの会報」創刊
昭和50年10月  同上を「協会通信」に名称を改称し、刊行
昭和53年12月 協会章を制定
昭和54年11月  創立5周年記念式典及び祝賀会開催
  記念誌「5年の歩み」刊行
昭和59年11月  創立10周年記念式典及び祝賀会開催
  記念誌「10年の歩み」刊行
平成3年11月  機関誌「方位」創刊、現在に至る
平成6年11月 創立20周年記念式典及び祝賀会開催
  記念誌「道標」刊行
平成11年11月  創立25周年記念式典及び祝賀会開催
平成15年4月  技術委員会だより「テクノアイ」創刊
平成16年10月 「アメリカ伊能大図里帰りフロア展 in ナゴヤドーム」開催
平成16年11月 創立30周年記念式典及び祝賀会開催
平成18年7月 厚生労働省所管（独）雇用・能力開発機構の中小企業
  人材確保推進事業助成金受給団体に認定
平成21年4月 実践型人材養成システムによる教育訓練を実施中
平成21年5月 創立35周年記念式典及び祝賀会開催
平成23年3月 大災害時における愛知・岐阜・静岡の三県測協間の応援に
  関する協定の締結
  愛知県との災害時緊急支援に関する協定の締結
平成25年4月 一般社団法人へ移行
平成26年11月 創立40周年記念式典及び祝賀会開催
  創立40周年記念誌「方位」刊行
令和6年11月 創立50周年記念式典及び祝賀会開催
令和7年2月 創立50周年記念誌「方位」刊行

協会の主要な事業

〒460-0002
名古屋市中区丸の内3丁目19番30号
愛知県住宅供給公社ビル3階
TEL 052-953-5021  FAX 052-953-5020

mail ： jimukyoku@aisokkyo.or.jp
http ：//www.aisokkyo.or.jp　　　　　　　　
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協会の沿革

（１）測量設計業の技術及び経営の改善に関する調査研究

（２）測量設計業に関する法制及び施策の調査研究

（３）測量設計業の技術、経営等に関する研修会、講習会等の開催

（４）測量設計業の諸制度、経営等に関する情報及び資料の収集

（５）測量設計業の社会的使命に関する宣伝及び普及啓発

（６）測量業に関する登録申請等に係る助言、指導及び相談等

（７）関係機関等への要望、連絡、意見交換及び提携等

（８）その他本法人の目的を達成するために必要な事業

測量委員会・建設コンサルタンツ委員会・危機管理委員会だより



1. 測量概論・最新の測量技術
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本年度の測量・用地研修会は、下記のとおり８カ所で開催しました。
テクノアイでは測量研修会で使用した資料「測量概論・最新の測量技術」と実習風景の写真を掲載しました。
多くの方にご覧いただき、業務のお役に立てていただければ幸いです。

令和6年度　測量委員会活動報告

　　研修内容
・測 量：基準点測量・水準測量・数値地形データ作成
　　　　 UAVを用いた公共測量・LS点群データによる計測
　　　　 地形条件による測量方法の選別・地理空間情報システム（GIS)
・用 地：用地事務の流れ・土地の境界線について
・特殊車両通行許可申請審査事務について

1

測量技術研修会一覧

事務所名 講　　　師 測量実習担当会社 参加人数

国土交通省
中部地方整備局
中部技術事務所

①
辻井　大海
　㈱カナエジオマチックス
中村　弘樹
　ニチイコンサルタント㈱

25名

土木部
建設企画課

② 西尾　美徳
　㈱カナエジオマチックス 70名

建設局
道路維持課

③ 可知　美津穂
　㈱カナエジオマチックス 75名

柴田　修身
　㈱あづま

建設局
土木部用地課

④ 70名

開催日

11／6（木）

6／13（木）

7／4（木）

7／31（水）

㈱あづま
㈱石田技術コンサルタンツ
㈱カナエジオマチックス
ニチイコンサルタント㈱

ー

ー

ー

知立
建設事務所

⑤  石川　寛之
　㈱大増コンサルタンツ 21名

新城設楽
建設事務所

⑥ 西尾　美徳
　㈱カナエジオマチックス 25名

鈴木　宏隆
　㈱大増コンサルタンツ

知多
建設事務所

⑦ 20名

10／4（金）

10／10（木）

11／13（木）

㈱梶川土木コンサルタント
㈱中部テック
司開発㈱

㈱あづま
設楽測量設計㈱
㈱成和コンサルタント

あおい建設コンサルタント㈱
三協調査設計㈱

豊田市役所⑧ 中谷　正和
　㈱カナエジオマチックス 8名11／7（木）

信栄測量設計㈱
㈱須藤事務所
㈲ニシオコンサルタント

2

—　1　—
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今回の測量研修会に参加した感想をお聞かせください。
・測量の最新技術を体験する機会ができ楽しく学ぶことができました。3Dデータは操作が少しむずかしく、使い慣れるまでは時間がかかるものだと感じた。
測量を行う機会は少ないので機械を操作することができて良い時間になった。
・実習の際には、機器の使い方だけではなく、注意事項や距離の伝え方のコツなども優しく教えていただき、理解しやすかった。
　また、それぞれの操作を行う理由についてまで細かく説明があったため、分かりやすかった。
・普段、測量コンサルさんに発注している仕事の順序や方法等を実際に行うことができた。
・普段測量等実施しないので、実作業の苦労が少し理解できた。
・実技の時間がやや短い様に感じました。ICTの施工との関連についても説明いただいたため、自身が発注する工事等のかかわりについても感じました。
・測量の精度を高く得ることが難しかったが、面白かった。
・発注者でありながら目的や種類をあまり理解できていなかったが、通常業務の中では学ぶ機会がなかったため、有意義な研修であった。
・学生時代ぶりに測量機械に触りました。測量方法なども忘れてしまっていたことが多々あり、改めて、正確に測量する難しさを感じました。
・学生時代に学んでいた測量実習を再度、体験でき、とても勉強になりました。プロの方の技を見ることができて、とても感動しました。
・測量は未経験で知識も全くないので、概論部分をもう少し手厚くしていただけたら有難いです。
・時間がたりないのがもったいない。
・核技術の活用事例を聞けて良かった。どういった現場で活用するかイメージが出来た。
・機械を設置するのに気泡を真ん中に合わせるのが難しかったのでコツがあれば知りたいと思った。
・学生のときに勉強したことよりも最新の機器があって変わってきていることが分った。良い勉強の機会になりました。ありがとうございました。
・ICTを使用した工事を担当したことがなかったのでどういった機器を使用するかなど知ることができよかった。
　元々測量に興味があったので色々知ることができた。
・測量の基礎から新技術まで学ぶことができ、3Dデータを実際に触れることができ、よい経験になりました。
・実際にどう行っているかがよくわかり非常に良かった。
・高校時代に学んでいたことを再度思い出すことができた。
・3次元データの具体的な活用まで紹介いただいた。
・もう少し実習の時間があれば良かったと思いました。
・TSやレベルの機器を初めて触りました。とても説明が分かりやすくすぐ覚えることができました。

今後、当協会に行ってほしいと思う研修会及び講習会を記入してください。
・測量結果のとりまとめ方、使い方の実践
・今回、基準点測量、水準測量をさせていただいたので、地形測量の一部も体験してみたいと感じた。
・器機のそれぞれの特性（善し悪し）等をもっと詳しく知れたらと思う。取得したデータの活用事例や実演を見たい。
・ICTやBIM/CIMに特に深掘りした講習会。
・今回もカリキュラムをベースに実習の時間を増やしたものを行っていただきたい。
・水準測量を行う際に、もっと高低差のある地形で測量してみたいと思いました。
　最後のソフトにて、点群を確認しましたが、もっとソフトを使用してみたいなと思いました。
・今回の内容
・レーザー測量は主流になると思うので、UAVレーザー測量に特化した研修も有りかと思います。
・ICTの活用についてより知りたいです。
・出来形管理の実演
・ICT施工での出来型、出来ばえ評価のデータを実際に触りたいです。
・今後も本研修を続けて欲しい。
・河川系統に特化した研修、講習会（河川定期縦横断、流量観測など）

その他当協会に対するご意見、ご感想をお寄せください。
・分かりやすい説明でとても勉強になりました。
・本日は、測量について学べる貴重な機会をもうけていただきありがとうございました。今後、業務や工事に携わる際に参考にさせていただきます。
・大変勉強になりました。

カリキュラム
　　座学：測量概論・最新の測量技術
　　「測量設計業務委託監督基礎講座」

土木部建設企画課

カリキュラム
　　座学：特殊車両通行許可申請審査事務について

建設局道路維持課

カリキュラム
　　座学：用地事務の流れ・土地の境界線について
　　「用地事務専門研修」

建設局土木部用地課

カリキュラム
　　座学：水準測量概論
　　実習：水準測量

豊田市役所

令和6年7月4日（木）

令和6年11月7日（木）

令和6年6月13日（木）

令和6年7月31日（水）
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開催目的：県及び市町村職員が用地及び測量に関する研鑽を積むことを目的とする。
愛測協としては、この活動を通じ県職員の用地及び測量業務に関する理解が深まり、地元企業と
のコンセンサスが図れることを目的とする。

2. 測量技術研修会

カリキュラム 測量概論・最新の測量技術
  実習：基準点の設置、水準測量、測量機器と新技術紹介、三次元点群データの活用事例
  「基礎技術（測量）研修会」

講義2について

講義1について

測量技術研修会に対するアンケート結果（25人）

非常に良かった

良かった

どちらともいえない

参加した感想実習について

よく理解できた

理解できた

普通

やや難解

よく理解できた

理解できた

普通

やや難解

よく理解できた

理解できた

普通

やや難解

8%（2人）

8%（2人）

44%
（11人）

40%
（10人）

あなたの年齢

20～30歳

41～50歳

48%
（12人）44%

（11人）

56%
（14人）

40%
（10人）

あなたの性別

男性

女性

無回答

96%
（24人）

4%（1人）

28%
（7人）

48%
（12人）

24%
（6人）

国道交通省中部地方整備局 中部技術事務所 令和6年11月6日（水）

8%（2人） 4%（1人）

8%（2人）
4%（1人） 4%（1人）

40%
（10人）

44%
（11人）
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あなたの性別あなたの所属 あなたの年齢

16%
（5人）

81%
（26人）

50%
（16人）

47%
（15人）

50%
（16人）

16%
（5人）

16%
（5人）

15%
（5人）

講義2について

50%
（16人）

25%
（8人）

16%
（5人）

よく理解できた

理解できた

普通

やや難解

20～30歳

31～40歳

41～50歳

51～60歳

60歳以上又は20歳未満

実習について

53%
（17人）

38%
（12人）

男性

女性

無回答無回答

県職員

市町村職員

非常に良かった

良かった

無回答

参加した感想

53%
（17人）

44%
（14人）

6%（2人）

3%（1人） 3%（1人）

3%（1人）

6%（2人）

よく理解できた

理解できた

普通

やや難解

よく理解できた

理解できた

普通

理解できなかった

やや難解

講義1について

40%
（13人）

19%
（6人）

19%
（6人）

22%
（7人）

3%（1人）3%（1人） 3%（1人）

測量技術研修会に対するアンケート結果（知立・新城設楽・知多 計32人）

知多建設事務所 令和6年11月13日（水）

カリキュラム 座学：測量概論・最新の測量技術
  実習：基準点の設置及び最新機器の紹介
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知立建設事務所 令和6年10月4日（金）

カリキュラム 座学：測量概論・最新の測量技術
  実習：基準点の設置及び最新機器の紹介

新城設楽建設事務所 令和6年10月10日（木）

カリキュラム 座学：測量概論・最新の測量技術
  実習：基準点の設置及び最新機器の紹介
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□　当社では安全衛生委員会があり、職場巡回による職場環境の改善や研修会、社内アンケートを実施すること
で、働き方に対する意識向上に繋がっています。

□　社員にヒヤリハット報告を奨励したところ、報・連・相が活発になり、業務に対しても自分が参画するという意識が
芽生えてきた事例もあります。

■　効率化は過去の資料を使って早く済ませる事も出来るが、判断や色々な応用が効くかどうかが問題であり、経
験を省くことは難しいと思いました。

■　以前に比べて有休取得は増え、無駄な残業は減ったと思います。しかし、他部署の人員配置に不平等を感じる
時があります。

■　発注者は、成果品をもらって工事をして物を作るという事が最終の目標です。立場が違えば考え方も違います
が、お互い密にコミュニケーションをとった方がより効率的な仕事が出来ると思います。

■　最近インバウンド対策として富士山の目隠しと言う話題がニュースになった事があります。平等とは、同じものを同じ
量与えることが平等であり、公平というのは富士山をみんなが見れるようにする事が公平と考えます。平等と公平を
使い分けるには、皆と同じように休む、同じように定時に帰るが平等で、休みたいときに休める、帰りたいときに定時で
帰るが公平だといえます。しかし技術や経験、知識を向上させたい人は、やりたいだけやれる環境も必要と考えます。

■　休んでいいと言う働き方が日本人に合っているのか。伸ばせる人材を伸ばせるような日本を目指したらどうかと思
います。

■　土木の仕事は幅が広く、その現場毎で決まる設計条件等
もあり複雑です。人が足りない中でも同じ仕事量をバラン
ス良くこなすには、互いに助け合っていくことが重要です。

□　平等と公平を考えるに、少し効率化が先行し過ぎている感
じもします。それにより社会や土木業界の弱体化も起こり
つつあり、どのように質を高め効率化を進めるかを一度考
え直す必要があると思います。

□　効率化を進めるためには人を増やす必要があり、業界自体
が魅力的で働き易い環境を創る必要があると思います。

■　受発注者が同等の立場で互いに話し合うことが結果として一番良いことであります。またメールなどは間違った
認識もあるので、電話とかで話す機会を多くして意思疎通を図ることが必要です。

■　若手とのコミュニケーションの向上には組織上は上下関係がありますが、関係をフラットにして何事も聞きやす
い環境を作ることです。

■　雑談の中には結構仕事の核心をついた内容もあり、技術力の向上やコミュニケーションに繋がります。業務を
効率良く進め、目的を達成するためには雑談や雑学も必要と考えます。

■　コミュニケーションで意識していることは、対面での会議や対面での打ち合わせを大事にしています。簡単な質
問や報告はメールやWEB会議で良いと思います。

■　WEB会議は音声が聞きづらい等の不便を感じることもありますが、遠方からの参加者は移動時間の短縮や、
他の参加者の意見をその場で反映できるなど、有効なツールとして利用しています。

□　対面での打合せの重要性が再認識されていますが、WEBやメールも連絡や資料を送るためには非常に便利な
ツールであり、うまく使い分けることが必要です。

□　コミュニケーションツールとして情報共有システム（あいち建設情報共有システム、ASPerなど）は複数の技術
者間でフォローやチェックに役立てて利用しています。

□　WEB会議を有効活用し、コミュニケーションをとっていますが、まだシステムの不便さを感じる時もあり、互いに慣
れる事が重要だと思います。

□　発注者とのコミュニケーションで一番大事にしていることは協議であり、中でも合同現場踏査を大切にしています。
□　社内で中堅社員によるコーチング研修を実施することで、若手との信頼関係を築くことに繋げています。
□　当社では、テレワークで作業する社員が増えており、チャットやメールを活用していますが、タイムラグや、伝えたい
事の要点が分らないなど非効率な面もあります。

□　合同現地踏査で受発注者が互いに現場を見る事は、目標や課題を共通認識することが出来て円滑に業務を
行うことに繋がると思います。

□　若手のコミュニケーション能力の向上のために、同業他社と研修会を実施しています。人前でプレゼン発表させ
たことが、資料作成や説明能力の向上に役立っています。

□　他県の例として第三者（コンサル）に業務をチェックしてもらい、最終に大学教授に客観的な評価してもらう仕組
みの業務もありました。

□　業務途中の段階での専門知識のあまりない者の照査も、成果の品質の向上としては有効だと思います。
□　当社のシステムでは、照査技術者が段階毎に照査し、社内第三者照査及び現地検証を実施し、品質確保に
繋げています。業務着手時に照査の時期を決めていますが、工程が遅れてしまうときもあり、照査してもミスに気
付きにくい等の問題点もあります。

□　構造計算はソフトを使って計算しているが、どこにどの数値を入力したかが最も照査時に力を注ぐ点です。
□　現場の安全管理も重要な品質確保に繋がるため、KY活動や社内安全パトロールの実施も必要です。

AI・ChatGPTの進展により、今後どのような働き方の変化が生じるかについて

□　橋梁点検業務では、写真を撮って画像の中からひび割れや剥離の状況をAIが解析していますが、ひび割れや
剥離の原因の特定等は、まだ人が判断しなければ難しい状況です。

□　会社で蓄積した情報や知識、個人が持っているノウハウや経験は、将来的にAIが有効に使える様になると仕
事がより効率的に進むと思います。

テーマ 2 ： コミュニケーションについて

□　就業時間内に一定の品質を確保できれば良いが、新入社員や経験の足りない社員は品質確保が困難です。
合わせて社員教育も充実させる方法は何かありますか。社内で働き方委員会を設けていますが、どうすれば改
善出来るか解決策が見出せていません。

□　水曜日をノー残業デーとしています。情報を共有化し、仕事量の偏りをなくして平準化に努めていますが、ノー残
業デーは他の曜日にしわ寄せが出るため、業務によってメリハリをつけています。

□　ウィークリースタンスは、受発注者ともに意識が根付いており業務環境は改善され、有休も取りやすくなったと思
います。

□　仕事量が変わらない中で生産性を向上させることが重要ですが、コンサル業務においてはDX化や、作業の定
型化、効率化のための工夫が必要です。

□　若手技術者の仕事に対する価値観（報酬、時間、プライベート、やりがい等）が多様で、上司として対応が難し
い。他の業界と比較すると技術者の個々の能力に頼っている工程が多々あり、器械やAIを活用した基盤を創
出することが急務であります。

□　多様な働き方としてテレワーク等を導入したことにより、休養等が取りやすくなり、一定の成果が出ていると思い
ます。

□　合同現地踏査は、受発注者にてお互いが問題を洗い出すという意味で必要です。
□　業務において属人化は出来るだけ少なくし、作業は情報共有を意識しながら行っています。
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□　当社では安全衛生委員会があり、職場巡回による職場環境の改善や研修会、社内アンケートを実施すること
で、働き方に対する意識向上に繋がっています。

□　社員にヒヤリハット報告を奨励したところ、報・連・相が活発になり、業務に対しても自分が参画するという意識が
芽生えてきた事例もあります。

■　効率化は過去の資料を使って早く済ませる事も出来るが、判断や色々な応用が効くかどうかが問題であり、経
験を省くことは難しいと思いました。

■　以前に比べて有休取得は増え、無駄な残業は減ったと思います。しかし、他部署の人員配置に不平等を感じる
時があります。

■　発注者は、成果品をもらって工事をして物を作るという事が最終の目標です。立場が違えば考え方も違います
が、お互い密にコミュニケーションをとった方がより効率的な仕事が出来ると思います。

■　最近インバウンド対策として富士山の目隠しと言う話題がニュースになった事があります。平等とは、同じものを同じ
量与えることが平等であり、公平というのは富士山をみんなが見れるようにする事が公平と考えます。平等と公平を
使い分けるには、皆と同じように休む、同じように定時に帰るが平等で、休みたいときに休める、帰りたいときに定時で
帰るが公平だといえます。しかし技術や経験、知識を向上させたい人は、やりたいだけやれる環境も必要と考えます。

■　休んでいいと言う働き方が日本人に合っているのか。伸ばせる人材を伸ばせるような日本を目指したらどうかと思
います。

■　土木の仕事は幅が広く、その現場毎で決まる設計条件等
もあり複雑です。人が足りない中でも同じ仕事量をバラン
ス良くこなすには、互いに助け合っていくことが重要です。

□　平等と公平を考えるに、少し効率化が先行し過ぎている感
じもします。それにより社会や土木業界の弱体化も起こり
つつあり、どのように質を高め効率化を進めるかを一度考
え直す必要があると思います。

□　効率化を進めるためには人を増やす必要があり、業界自体
が魅力的で働き易い環境を創る必要があると思います。

■　受発注者が同等の立場で互いに話し合うことが結果として一番良いことであります。またメールなどは間違った
認識もあるので、電話とかで話す機会を多くして意思疎通を図ることが必要です。

■　若手とのコミュニケーションの向上には組織上は上下関係がありますが、関係をフラットにして何事も聞きやす
い環境を作ることです。

■　雑談の中には結構仕事の核心をついた内容もあり、技術力の向上やコミュニケーションに繋がります。業務を
効率良く進め、目的を達成するためには雑談や雑学も必要と考えます。

■　コミュニケーションで意識していることは、対面での会議や対面での打ち合わせを大事にしています。簡単な質
問や報告はメールやWEB会議で良いと思います。

■　WEB会議は音声が聞きづらい等の不便を感じることもありますが、遠方からの参加者は移動時間の短縮や、
他の参加者の意見をその場で反映できるなど、有効なツールとして利用しています。

□　対面での打合せの重要性が再認識されていますが、WEBやメールも連絡や資料を送るためには非常に便利な
ツールであり、うまく使い分けることが必要です。

□　コミュニケーションツールとして情報共有システム（あいち建設情報共有システム、ASPerなど）は複数の技術
者間でフォローやチェックに役立てて利用しています。

□　WEB会議を有効活用し、コミュニケーションをとっていますが、まだシステムの不便さを感じる時もあり、互いに慣
れる事が重要だと思います。

□　発注者とのコミュニケーションで一番大事にしていることは協議であり、中でも合同現場踏査を大切にしています。
□　社内で中堅社員によるコーチング研修を実施することで、若手との信頼関係を築くことに繋げています。
□　当社では、テレワークで作業する社員が増えており、チャットやメールを活用していますが、タイムラグや、伝えたい

事の要点が分らないなど非効率な面もあります。
□　合同現地踏査で受発注者が互いに現場を見る事は、目標や課題を共通認識することが出来て円滑に業務を

行うことに繋がると思います。
□　若手のコミュニケーション能力の向上のために、同業他社と研修会を実施しています。人前でプレゼン発表させ

たことが、資料作成や説明能力の向上に役立っています。

□　他県の例として第三者（コンサル）に業務をチェックしてもらい、最終に大学教授に客観的な評価してもらう仕組
みの業務もありました。

□　業務途中の段階での専門知識のあまりない者の照査も、成果の品質の向上としては有効だと思います。
□　当社のシステムでは、照査技術者が段階毎に照査し、社内第三者照査及び現地検証を実施し、品質確保に

繋げています。業務着手時に照査の時期を決めていますが、工程が遅れてしまうときもあり、照査してもミスに気
付きにくい等の問題点もあります。

□　構造計算はソフトを使って計算しているが、どこにどの数値を入力したかが最も照査時に力を注ぐ点です。
□　現場の安全管理も重要な品質確保に繋がるため、KY活動や社内安全パトロールの実施も必要です。

AI・ChatGPTの進展により、今後どのような働き方の変化が生じるかについて

□　橋梁点検業務では、写真を撮って画像の中からひび割れや剥離の状況をAIが解析していますが、ひび割れや
剥離の原因の特定等は、まだ人が判断しなければ難しい状況です。

□　会社で蓄積した情報や知識、個人が持っているノウハウや経験は、将来的にAIが有効に使える様になると仕
事がより効率的に進むと思います。

「シビルエンジニアA・I」意見交換会の報告

冒頭挨拶　　杣谷 正樹　西三河建設事務所長

令和6年度　建設コンサルタンツ委員会活動報告

目　的：受発注者双方の立場の違いを踏まえた日常業務での意見、感想、要望等を自由に話し合い、品質向上と
事業の円滑な遂行に寄与することを目的とします。

日　時：令和6年9月25日(水) 13:30～16:00
場　所：愛知県西三河建設事務所　501会議室
概　要：愛知県西三河建設事務所の職員と当協会員の実務担当者との間で「働き方改革」「コミュニケーション」

「品質確保」の３つのテーマについて活発な意見交換が行われました。

愛測協の皆様には日ごろから当事務所の事業推進、また昨年の豪雨災害時には非常に
お忙しい中、迅速な復旧に尽力を賜り厚くお礼を申し上げます。本日はシビルエンジニアＡＩと
いうことで3つの観点で議論をさせて頂く事は非常に重要であります。

今回の意見交換会のテーマである「働き方改革」「コミュニケーション」「品質確保」に共
通するコミュニケーションは特に重要であり、中長期に取り組まなければならないものと仕分け
しながら、高い意識を持って生産性の向上に繋がるよう前向きな議論をお願いするものです。

また、受発注者間の円滑で効率的なコミュニケーションは、品質確保や働き方改革につな
がる基礎的且つ重要なポイントと考えております。本日は限られた時間ではありますが、我々業
界の今後の為にも自由闊達な意見交換をしていただきたいと思います。 杣谷 正樹  所長

テーマ １ ： 働き方改革について
□　就業時間内に一定の品質を確保できれば良いが、新入社員や経験の足りない社員は品質確保が困難です。

合わせて社員教育も充実させる方法は何かありますか。社内で働き方委員会を設けていますが、どうすれば改
善出来るか解決策が見出せていません。

□　水曜日をノー残業デーとしています。情報を共有化し、仕事量の偏りをなくして平準化に努めていますが、ノー残
業デーは他の曜日にしわ寄せが出るため、業務によってメリハリをつけています。

□　ウィークリースタンスは、受発注者ともに意識が根付いており業務環境は改善され、有休も取りやすくなったと思
います。

□　仕事量が変わらない中で生産性を向上させることが重要ですが、コンサル業務においてはDX化や、作業の定
型化、効率化のための工夫が必要です。

□　若手技術者の仕事に対する価値観（報酬、時間、プライベート、やりがい等）が多様で、上司として対応が難し
い。他の業界と比較すると技術者の個々の能力に頼っている工程が多々あり、器械やAIを活用した基盤を創
出することが急務であります。

□　多様な働き方としてテレワーク等を導入したことにより、休養等が取りやすくなり、一定の成果が出ていると思い
ます。

□　合同現地踏査は、受発注者にてお互いが問題を洗い出すという意味で必要です。
□　業務において属人化は出来るだけ少なくし、作業は情報共有を意識しながら行っています。

発言者区分　凡例　　　■ ：県職員　　□ ：愛測協会員
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□　当社では安全衛生委員会があり、職場巡回による職場環境の改善や研修会、社内アンケートを実施すること
で、働き方に対する意識向上に繋がっています。

□　社員にヒヤリハット報告を奨励したところ、報・連・相が活発になり、業務に対しても自分が参画するという意識が
芽生えてきた事例もあります。

■　効率化は過去の資料を使って早く済ませる事も出来るが、判断や色々な応用が効くかどうかが問題であり、経
験を省くことは難しいと思いました。

■　以前に比べて有休取得は増え、無駄な残業は減ったと思います。しかし、他部署の人員配置に不平等を感じる
時があります。

■　発注者は、成果品をもらって工事をして物を作るという事が最終の目標です。立場が違えば考え方も違います
が、お互い密にコミュニケーションをとった方がより効率的な仕事が出来ると思います。

■　最近インバウンド対策として富士山の目隠しと言う話題がニュースになった事があります。平等とは、同じものを同じ
量与えることが平等であり、公平というのは富士山をみんなが見れるようにする事が公平と考えます。平等と公平を
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帰るが公平だといえます。しかし技術や経験、知識を向上させたい人は、やりたいだけやれる環境も必要と考えます。

■　休んでいいと言う働き方が日本人に合っているのか。伸ばせる人材を伸ばせるような日本を目指したらどうかと思
います。

■　土木の仕事は幅が広く、その現場毎で決まる設計条件等
もあり複雑です。人が足りない中でも同じ仕事量をバラン
ス良くこなすには、互いに助け合っていくことが重要です。

□　平等と公平を考えるに、少し効率化が先行し過ぎている感
じもします。それにより社会や土木業界の弱体化も起こり
つつあり、どのように質を高め効率化を進めるかを一度考
え直す必要があると思います。

□　効率化を進めるためには人を増やす必要があり、業界自体
が魅力的で働き易い環境を創る必要があると思います。

■　受発注者が同等の立場で互いに話し合うことが結果として一番良いことであります。またメールなどは間違った
認識もあるので、電話とかで話す機会を多くして意思疎通を図ることが必要です。

■　若手とのコミュニケーションの向上には組織上は上下関係がありますが、関係をフラットにして何事も聞きやす
い環境を作ることです。

■　雑談の中には結構仕事の核心をついた内容もあり、技術力の向上やコミュニケーションに繋がります。業務を
効率良く進め、目的を達成するためには雑談や雑学も必要と考えます。

■　コミュニケーションで意識していることは、対面での会議や対面での打ち合わせを大事にしています。簡単な質
問や報告はメールやWEB会議で良いと思います。

■　WEB会議は音声が聞きづらい等の不便を感じることもありますが、遠方からの参加者は移動時間の短縮や、
他の参加者の意見をその場で反映できるなど、有効なツールとして利用しています。

□　対面での打合せの重要性が再認識されていますが、WEBやメールも連絡や資料を送るためには非常に便利な
ツールであり、うまく使い分けることが必要です。

□　コミュニケーションツールとして情報共有システム（あいち建設情報共有システム、ASPerなど）は複数の技術
者間でフォローやチェックに役立てて利用しています。

□　WEB会議を有効活用し、コミュニケーションをとっていますが、まだシステムの不便さを感じる時もあり、互いに慣
れる事が重要だと思います。

□　発注者とのコミュニケーションで一番大事にしていることは協議であり、中でも合同現場踏査を大切にしています。
□　社内で中堅社員によるコーチング研修を実施することで、若手との信頼関係を築くことに繋げています。
□　当社では、テレワークで作業する社員が増えており、チャットやメールを活用していますが、タイムラグや、伝えたい
事の要点が分らないなど非効率な面もあります。

□　合同現地踏査で受発注者が互いに現場を見る事は、目標や課題を共通認識することが出来て円滑に業務を
行うことに繋がると思います。

□　若手のコミュニケーション能力の向上のために、同業他社と研修会を実施しています。人前でプレゼン発表させ
たことが、資料作成や説明能力の向上に役立っています。

□　他県の例として第三者（コンサル）に業務をチェックしてもらい、最終に大学教授に客観的な評価してもらう仕組
みの業務もありました。

□　業務途中の段階での専門知識のあまりない者の照査も、成果の品質の向上としては有効だと思います。
□　当社のシステムでは、照査技術者が段階毎に照査し、社内第三者照査及び現地検証を実施し、品質確保に
繋げています。業務着手時に照査の時期を決めていますが、工程が遅れてしまうときもあり、照査してもミスに気
付きにくい等の問題点もあります。

□　構造計算はソフトを使って計算しているが、どこにどの数値を入力したかが最も照査時に力を注ぐ点です。
□　現場の安全管理も重要な品質確保に繋がるため、KY活動や社内安全パトロールの実施も必要です。

AI・ChatGPTの進展により、今後どのような働き方の変化が生じるかについて

□　橋梁点検業務では、写真を撮って画像の中からひび割れや剥離の状況をAIが解析していますが、ひび割れや
剥離の原因の特定等は、まだ人が判断しなければ難しい状況です。

□　会社で蓄積した情報や知識、個人が持っているノウハウや経験は、将来的にAIが有効に使える様になると仕
事がより効率的に進むと思います。

テーマ 2 ： コミュニケーションについて

□　就業時間内に一定の品質を確保できれば良いが、新入社員や経験の足りない社員は品質確保が困難です。
合わせて社員教育も充実させる方法は何かありますか。社内で働き方委員会を設けていますが、どうすれば改
善出来るか解決策が見出せていません。

□　水曜日をノー残業デーとしています。情報を共有化し、仕事量の偏りをなくして平準化に努めていますが、ノー残
業デーは他の曜日にしわ寄せが出るため、業務によってメリハリをつけています。

□　ウィークリースタンスは、受発注者ともに意識が根付いており業務環境は改善され、有休も取りやすくなったと思
います。

□　仕事量が変わらない中で生産性を向上させることが重要ですが、コンサル業務においてはDX化や、作業の定
型化、効率化のための工夫が必要です。

□　若手技術者の仕事に対する価値観（報酬、時間、プライベート、やりがい等）が多様で、上司として対応が難し
い。他の業界と比較すると技術者の個々の能力に頼っている工程が多々あり、器械やAIを活用した基盤を創
出することが急務であります。

□　多様な働き方としてテレワーク等を導入したことにより、休養等が取りやすくなり、一定の成果が出ていると思い
ます。

□　合同現地踏査は、受発注者にてお互いが問題を洗い出すという意味で必要です。
□　業務において属人化は出来るだけ少なくし、作業は情報共有を意識しながら行っています。
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□　当社では安全衛生委員会があり、職場巡回による職場環境の改善や研修会、社内アンケートを実施すること
で、働き方に対する意識向上に繋がっています。

□　社員にヒヤリハット報告を奨励したところ、報・連・相が活発になり、業務に対しても自分が参画するという意識が
芽生えてきた事例もあります。

■　効率化は過去の資料を使って早く済ませる事も出来るが、判断や色々な応用が効くかどうかが問題であり、経
験を省くことは難しいと思いました。

■　以前に比べて有休取得は増え、無駄な残業は減ったと思います。しかし、他部署の人員配置に不平等を感じる
時があります。

■　発注者は、成果品をもらって工事をして物を作るという事が最終の目標です。立場が違えば考え方も違います
が、お互い密にコミュニケーションをとった方がより効率的な仕事が出来ると思います。

■　最近インバウンド対策として富士山の目隠しと言う話題がニュースになった事があります。平等とは、同じものを同じ
量与えることが平等であり、公平というのは富士山をみんなが見れるようにする事が公平と考えます。平等と公平を
使い分けるには、皆と同じように休む、同じように定時に帰るが平等で、休みたいときに休める、帰りたいときに定時で
帰るが公平だといえます。しかし技術や経験、知識を向上させたい人は、やりたいだけやれる環境も必要と考えます。

■　休んでいいと言う働き方が日本人に合っているのか。伸ばせる人材を伸ばせるような日本を目指したらどうかと思
います。

■　土木の仕事は幅が広く、その現場毎で決まる設計条件等
もあり複雑です。人が足りない中でも同じ仕事量をバラン
ス良くこなすには、互いに助け合っていくことが重要です。

□　平等と公平を考えるに、少し効率化が先行し過ぎている感
じもします。それにより社会や土木業界の弱体化も起こり
つつあり、どのように質を高め効率化を進めるかを一度考
え直す必要があると思います。

□　効率化を進めるためには人を増やす必要があり、業界自体
が魅力的で働き易い環境を創る必要があると思います。

■　受発注者が同等の立場で互いに話し合うことが結果として一番良いことであります。またメールなどは間違った
認識もあるので、電話とかで話す機会を多くして意思疎通を図ることが必要です。

■　若手とのコミュニケーションの向上には組織上は上下関係がありますが、関係をフラットにして何事も聞きやす
い環境を作ることです。

■　雑談の中には結構仕事の核心をついた内容もあり、技術力の向上やコミュニケーションに繋がります。業務を
効率良く進め、目的を達成するためには雑談や雑学も必要と考えます。

■　コミュニケーションで意識していることは、対面での会議や対面での打ち合わせを大事にしています。簡単な質
問や報告はメールやWEB会議で良いと思います。

■　WEB会議は音声が聞きづらい等の不便を感じることもありますが、遠方からの参加者は移動時間の短縮や、
他の参加者の意見をその場で反映できるなど、有効なツールとして利用しています。

□　対面での打合せの重要性が再認識されていますが、WEBやメールも連絡や資料を送るためには非常に便利な
ツールであり、うまく使い分けることが必要です。

□　コミュニケーションツールとして情報共有システム（あいち建設情報共有システム、ASPerなど）は複数の技術
者間でフォローやチェックに役立てて利用しています。

□　WEB会議を有効活用し、コミュニケーションをとっていますが、まだシステムの不便さを感じる時もあり、互いに慣
れる事が重要だと思います。

□　発注者とのコミュニケーションで一番大事にしていることは協議であり、中でも合同現場踏査を大切にしています。
□　社内で中堅社員によるコーチング研修を実施することで、若手との信頼関係を築くことに繋げています。
□　当社では、テレワークで作業する社員が増えており、チャットやメールを活用していますが、タイムラグや、伝えたい

事の要点が分らないなど非効率な面もあります。
□　合同現地踏査で受発注者が互いに現場を見る事は、目標や課題を共通認識することが出来て円滑に業務を

行うことに繋がると思います。
□　若手のコミュニケーション能力の向上のために、同業他社と研修会を実施しています。人前でプレゼン発表させ

たことが、資料作成や説明能力の向上に役立っています。

□　他県の例として第三者（コンサル）に業務をチェックしてもらい、最終に大学教授に客観的な評価してもらう仕組
みの業務もありました。

□　業務途中の段階での専門知識のあまりない者の照査も、成果の品質の向上としては有効だと思います。
□　当社のシステムでは、照査技術者が段階毎に照査し、社内第三者照査及び現地検証を実施し、品質確保に

繋げています。業務着手時に照査の時期を決めていますが、工程が遅れてしまうときもあり、照査してもミスに気
付きにくい等の問題点もあります。

□　構造計算はソフトを使って計算しているが、どこにどの数値を入力したかが最も照査時に力を注ぐ点です。
□　現場の安全管理も重要な品質確保に繋がるため、KY活動や社内安全パトロールの実施も必要です。

AI・ChatGPTの進展により、今後どのような働き方の変化が生じるかについて

□　橋梁点検業務では、写真を撮って画像の中からひび割れや剥離の状況をAIが解析していますが、ひび割れや
剥離の原因の特定等は、まだ人が判断しなければ難しい状況です。

□　会社で蓄積した情報や知識、個人が持っているノウハウや経験は、将来的にAIが有効に使える様になると仕
事がより効率的に進むと思います。

「シビルエンジニアA・I」意見交換会の報告

冒頭挨拶　　杣谷 正樹　西三河建設事務所長

令和6年度　建設コンサルタンツ委員会活動報告

目　的：受発注者双方の立場の違いを踏まえた日常業務での意見、感想、要望等を自由に話し合い、品質向上と
事業の円滑な遂行に寄与することを目的とします。

日　時：令和6年9月25日(水) 13:30～16:00
場　所：愛知県西三河建設事務所　501会議室
概　要：愛知県西三河建設事務所の職員と当協会員の実務担当者との間で「働き方改革」「コミュニケーション」

「品質確保」の３つのテーマについて活発な意見交換が行われました。

愛測協の皆様には日ごろから当事務所の事業推進、また昨年の豪雨災害時には非常に
お忙しい中、迅速な復旧に尽力を賜り厚くお礼を申し上げます。本日はシビルエンジニアＡＩと
いうことで3つの観点で議論をさせて頂く事は非常に重要であります。

今回の意見交換会のテーマである「働き方改革」「コミュニケーション」「品質確保」に共
通するコミュニケーションは特に重要であり、中長期に取り組まなければならないものと仕分け
しながら、高い意識を持って生産性の向上に繋がるよう前向きな議論をお願いするものです。

また、受発注者間の円滑で効率的なコミュニケーションは、品質確保や働き方改革につな
がる基礎的且つ重要なポイントと考えております。本日は限られた時間ではありますが、我々業
界の今後の為にも自由闊達な意見交換をしていただきたいと思います。 杣谷 正樹  所長

テーマ １ ： 働き方改革について
□　就業時間内に一定の品質を確保できれば良いが、新入社員や経験の足りない社員は品質確保が困難です。

合わせて社員教育も充実させる方法は何かありますか。社内で働き方委員会を設けていますが、どうすれば改
善出来るか解決策が見出せていません。

□　水曜日をノー残業デーとしています。情報を共有化し、仕事量の偏りをなくして平準化に努めていますが、ノー残
業デーは他の曜日にしわ寄せが出るため、業務によってメリハリをつけています。

□　ウィークリースタンスは、受発注者ともに意識が根付いており業務環境は改善され、有休も取りやすくなったと思
います。

□　仕事量が変わらない中で生産性を向上させることが重要ですが、コンサル業務においてはDX化や、作業の定
型化、効率化のための工夫が必要です。

□　若手技術者の仕事に対する価値観（報酬、時間、プライベート、やりがい等）が多様で、上司として対応が難し
い。他の業界と比較すると技術者の個々の能力に頼っている工程が多々あり、器械やAIを活用した基盤を創
出することが急務であります。

□　多様な働き方としてテレワーク等を導入したことにより、休養等が取りやすくなり、一定の成果が出ていると思い
ます。

□　合同現地踏査は、受発注者にてお互いが問題を洗い出すという意味で必要です。
□　業務において属人化は出来るだけ少なくし、作業は情報共有を意識しながら行っています。

発言者区分　凡例　　　■ ：県職員　　□ ：愛測協会員

—　17　—



講　評　　小柳 和人　企画調整監

最後に、意見交換会に参加頂いた、西三河建設事務所の職員の方々、愛測協の会員の方々におかれましては、
貴重な意見を頂き誠にありがとうございました。

意見交換会のアンケート結果を以下に示します。

1） 会議の内容

参考になった

普通

参考にならない

83%

17%

２） 会議の手法

よかった

普通

別の方法

58%
42%

３） 意見交換会の出席について

また参加

どちらでもよい

参加したくない

33%

42%

25%

意見交換会　アンケート結果

0%0%

■ 出席者名簿

森 俊朗（維持管理課 課長補佐）、平山 康之（道路整備課 課長補佐）
池戸 和司（河川港湾整備課 課長補佐）、大塚 智（都市施設整備課 課長補佐）
山田 裕貴（西尾支所管理課 主任）、岩瀬 善之（西尾支所建設課 主査）

辻井 大海（カナエジオマチックス）、中根 有弥（信栄測量設計）
藤本 卓也（大建コンサルタント）、名知 幹弘（中央コンサルタンツ）
正木 洋一（名邦テクノ）、深谷 友和（梶川土木コンサルタント）

廣田 保雄（中日本建設コンサルタント）

渡辺　徳之（アローコンサルタント）、箕浦 文麿（若鈴コンサルタンツ）

杣谷 正樹 所長、小柳 和人 企画調整監、津田 昌典 企画・防災Ｇ 課長補佐

安田 悠佑 課長補佐

青木 副会長、石堂 委員長、服部 副委員長、久松 副委員長、建通新聞社

愛測協
参加者

西三河建設事務所
参加者

記録者

コーディネーター

西三河建設事務所

建設企画課

愛測協

傍
聴
者

本日は、愛測協会員並びに本職員の皆様の活発な意見を聞くことができ、有意義な時
間を過ごすことができました。

品質確保については、いかにいいものをミスなく作っていくかが重要であり、照査の重要
性は照査が形骸化されているなかで、外部照査（第三者）に委ねているという話もあり、過
去に外部照査を行って偶然間違えが見つかった事例もありました。照査技術者は業務に
並行した形で照査をすると形骸化も進むので、社内で業務に携わっていない人が見るのも
必要だと思います。

また、より良いものを作ろうと思うと、我々発注者からもコミュニケーションをとる必要があ
ります。基本的には対面が必要であり、打合せの内容に応じてWEB会議等のツールの活
用を行って頂きたいと思います。

働き方改革については、コミュニケーション不足があると手戻りも多くなります。受発注者で十分に意見を擦り合わ
せて設計に反映し、手戻りの無いようにお願いします。

今回はこのような貴重な意見交換の機会をいただき、誠にありがとうございました。

小柳 和人  企画調整監
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□　当社では安全衛生委員会があり、職場巡回による職場環境の改善や研修会、社内アンケートを実施すること
で、働き方に対する意識向上に繋がっています。

□　社員にヒヤリハット報告を奨励したところ、報・連・相が活発になり、業務に対しても自分が参画するという意識が
芽生えてきた事例もあります。

■　効率化は過去の資料を使って早く済ませる事も出来るが、判断や色々な応用が効くかどうかが問題であり、経
験を省くことは難しいと思いました。

■　以前に比べて有休取得は増え、無駄な残業は減ったと思います。しかし、他部署の人員配置に不平等を感じる
時があります。

■　発注者は、成果品をもらって工事をして物を作るという事が最終の目標です。立場が違えば考え方も違います
が、お互い密にコミュニケーションをとった方がより効率的な仕事が出来ると思います。

■　最近インバウンド対策として富士山の目隠しと言う話題がニュースになった事があります。平等とは、同じものを同じ
量与えることが平等であり、公平というのは富士山をみんなが見れるようにする事が公平と考えます。平等と公平を
使い分けるには、皆と同じように休む、同じように定時に帰るが平等で、休みたいときに休める、帰りたいときに定時で
帰るが公平だといえます。しかし技術や経験、知識を向上させたい人は、やりたいだけやれる環境も必要と考えます。

■　休んでいいと言う働き方が日本人に合っているのか。伸ばせる人材を伸ばせるような日本を目指したらどうかと思
います。

■　土木の仕事は幅が広く、その現場毎で決まる設計条件等
もあり複雑です。人が足りない中でも同じ仕事量をバラン
ス良くこなすには、互いに助け合っていくことが重要です。

□　平等と公平を考えるに、少し効率化が先行し過ぎている感
じもします。それにより社会や土木業界の弱体化も起こり
つつあり、どのように質を高め効率化を進めるかを一度考
え直す必要があると思います。

□　効率化を進めるためには人を増やす必要があり、業界自体
が魅力的で働き易い環境を創る必要があると思います。

■　受発注者が同等の立場で互いに話し合うことが結果として一番良いことであります。またメールなどは間違った
認識もあるので、電話とかで話す機会を多くして意思疎通を図ることが必要です。

■　若手とのコミュニケーションの向上には組織上は上下関係がありますが、関係をフラットにして何事も聞きやす
い環境を作ることです。

■　雑談の中には結構仕事の核心をついた内容もあり、技術力の向上やコミュニケーションに繋がります。業務を
効率良く進め、目的を達成するためには雑談や雑学も必要と考えます。

■　コミュニケーションで意識していることは、対面での会議や対面での打ち合わせを大事にしています。簡単な質
問や報告はメールやWEB会議で良いと思います。

■　WEB会議は音声が聞きづらい等の不便を感じることもありますが、遠方からの参加者は移動時間の短縮や、
他の参加者の意見をその場で反映できるなど、有効なツールとして利用しています。

□　対面での打合せの重要性が再認識されていますが、WEBやメールも連絡や資料を送るためには非常に便利な
ツールであり、うまく使い分けることが必要です。

□　コミュニケーションツールとして情報共有システム（あいち建設情報共有システム、ASPerなど）は複数の技術
者間でフォローやチェックに役立てて利用しています。

□　WEB会議を有効活用し、コミュニケーションをとっていますが、まだシステムの不便さを感じる時もあり、互いに慣
れる事が重要だと思います。

□　発注者とのコミュニケーションで一番大事にしていることは協議であり、中でも合同現場踏査を大切にしています。
□　社内で中堅社員によるコーチング研修を実施することで、若手との信頼関係を築くことに繋げています。
□　当社では、テレワークで作業する社員が増えており、チャットやメールを活用していますが、タイムラグや、伝えたい

事の要点が分らないなど非効率な面もあります。
□　合同現地踏査で受発注者が互いに現場を見る事は、目標や課題を共通認識することが出来て円滑に業務を

行うことに繋がると思います。
□　若手のコミュニケーション能力の向上のために、同業他社と研修会を実施しています。人前でプレゼン発表させ

たことが、資料作成や説明能力の向上に役立っています。

□　他県の例として第三者（コンサル）に業務をチェックしてもらい、最終に大学教授に客観的な評価してもらう仕組
みの業務もありました。

□　業務途中の段階での専門知識のあまりない者の照査も、成果の品質の向上としては有効だと思います。
□　当社のシステムでは、照査技術者が段階毎に照査し、社内第三者照査及び現地検証を実施し、品質確保に

繋げています。業務着手時に照査の時期を決めていますが、工程が遅れてしまうときもあり、照査してもミスに気
付きにくい等の問題点もあります。

□　構造計算はソフトを使って計算しているが、どこにどの数値を入力したかが最も照査時に力を注ぐ点です。
□　現場の安全管理も重要な品質確保に繋がるため、KY活動や社内安全パトロールの実施も必要です。

AI・ChatGPTの進展により、今後どのような働き方の変化が生じるかについて

□　橋梁点検業務では、写真を撮って画像の中からひび割れや剥離の状況をAIが解析していますが、ひび割れや
剥離の原因の特定等は、まだ人が判断しなければ難しい状況です。

□　会社で蓄積した情報や知識、個人が持っているノウハウや経験は、将来的にAIが有効に使える様になると仕
事がより効率的に進むと思います。

テーマ 3 ： 品質確保について

まとめ
意見交換内容として

1.　働き方改革 ： 以前に比べ残業時間も減って、有給休暇、育児休暇も比較的取りやすくなってきている。早く帰
る人と遅くまでいる人、作業の多い人と少ない人など、働き方の中で2極化が進んでいる。今後の取組みの中
で平等と公平については皆で話し合う必要があると思いました。

2. コミュニケーション ： コロナ禍以降に様々なツールが進化してきており、これを有効に使い分ける事が重要であり
ます。打合せは対面とWeb会議の適切な組み合わせが有効です。社内、世代間での雑談や対面での会話が
仕事を進める上で、非常に有効なコミュニケーションの手段であるとの意見も頂きました。

3. 品質確保 ： 従来の照査計画に従って照査技術者がチェックリストを作成してチェックするだけでは不十分では
ないか。品質を確保するための手法としては、インプットデータ等のチェックが重要であり、更に品質を高めるた
めには専門家や専門外の人や若手の第三者目線とか、照査を複数で行っていくことが必要との意見を頂きま
した。

以上、今回の意見交換会で討議された意見や経験談等については、参加者だけでなく、業界全体として共通した
内容であると思われ、愛知県の公共事業に係わる関係者間で共有されることを期待します。

□　就業時間内に一定の品質を確保できれば良いが、新入社員や経験の足りない社員は品質確保が困難です。
合わせて社員教育も充実させる方法は何かありますか。社内で働き方委員会を設けていますが、どうすれば改
善出来るか解決策が見出せていません。

□　水曜日をノー残業デーとしています。情報を共有化し、仕事量の偏りをなくして平準化に努めていますが、ノー残
業デーは他の曜日にしわ寄せが出るため、業務によってメリハリをつけています。

□　ウィークリースタンスは、受発注者ともに意識が根付いており業務環境は改善され、有休も取りやすくなったと思
います。

□　仕事量が変わらない中で生産性を向上させることが重要ですが、コンサル業務においてはDX化や、作業の定
型化、効率化のための工夫が必要です。

□　若手技術者の仕事に対する価値観（報酬、時間、プライベート、やりがい等）が多様で、上司として対応が難し
い。他の業界と比較すると技術者の個々の能力に頼っている工程が多々あり、器械やAIを活用した基盤を創
出することが急務であります。

□　多様な働き方としてテレワーク等を導入したことにより、休養等が取りやすくなり、一定の成果が出ていると思い
ます。

□　合同現地踏査は、受発注者にてお互いが問題を洗い出すという意味で必要です。
□　業務において属人化は出来るだけ少なくし、作業は情報共有を意識しながら行っています。
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最後に、意見交換会に参加頂いた、西三河建設事務所の職員の方々、愛測協の会員の方々におかれましては、
貴重な意見を頂き誠にありがとうございました。

意見交換会のアンケート結果を以下に示します。

1） 会議の内容

参考になった
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２） 会議の手法
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58%
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３） 意見交換会の出席について

また参加
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■ 出席者名簿
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池戸 和司（河川港湾整備課 課長補佐）、大塚 智（都市施設整備課 課長補佐）
山田 裕貴（西尾支所管理課 主任）、岩瀬 善之（西尾支所建設課 主査）

辻井 大海（カナエジオマチックス）、中根 有弥（信栄測量設計）
藤本 卓也（大建コンサルタント）、名知 幹弘（中央コンサルタンツ）
正木 洋一（名邦テクノ）、深谷 友和（梶川土木コンサルタント）

廣田 保雄（中日本建設コンサルタント）

渡辺　徳之（アローコンサルタント）、箕浦 文麿（若鈴コンサルタンツ）

杣谷 正樹 所長、小柳 和人 企画調整監、津田 昌典 企画・防災Ｇ 課長補佐

安田 悠佑 課長補佐

青木 副会長、石堂 委員長、服部 副委員長、久松 副委員長、建通新聞社

愛測協
参加者

西三河建設事務所
参加者

記録者

コーディネーター

西三河建設事務所

建設企画課

愛測協

傍
聴
者

本日は、愛測協会員並びに本職員の皆様の活発な意見を聞くことができ、有意義な時
間を過ごすことができました。

品質確保については、いかにいいものをミスなく作っていくかが重要であり、照査の重要
性は照査が形骸化されているなかで、外部照査（第三者）に委ねているという話もあり、過
去に外部照査を行って偶然間違えが見つかった事例もありました。照査技術者は業務に
並行した形で照査をすると形骸化も進むので、社内で業務に携わっていない人が見るのも
必要だと思います。

また、より良いものを作ろうと思うと、我々発注者からもコミュニケーションをとる必要があ
ります。基本的には対面が必要であり、打合せの内容に応じてWEB会議等のツールの活
用を行って頂きたいと思います。

働き方改革については、コミュニケーション不足があると手戻りも多くなります。受発注者で十分に意見を擦り合わ
せて設計に反映し、手戻りの無いようにお願いします。

今回はこのような貴重な意見交換の機会をいただき、誠にありがとうございました。

小柳 和人  企画調整監
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□　当社では安全衛生委員会があり、職場巡回による職場環境の改善や研修会、社内アンケートを実施すること
で、働き方に対する意識向上に繋がっています。

□　社員にヒヤリハット報告を奨励したところ、報・連・相が活発になり、業務に対しても自分が参画するという意識が
芽生えてきた事例もあります。

■　効率化は過去の資料を使って早く済ませる事も出来るが、判断や色々な応用が効くかどうかが問題であり、経
験を省くことは難しいと思いました。

■　以前に比べて有休取得は増え、無駄な残業は減ったと思います。しかし、他部署の人員配置に不平等を感じる
時があります。

■　発注者は、成果品をもらって工事をして物を作るという事が最終の目標です。立場が違えば考え方も違います
が、お互い密にコミュニケーションをとった方がより効率的な仕事が出来ると思います。

■　最近インバウンド対策として富士山の目隠しと言う話題がニュースになった事があります。平等とは、同じものを同じ
量与えることが平等であり、公平というのは富士山をみんなが見れるようにする事が公平と考えます。平等と公平を
使い分けるには、皆と同じように休む、同じように定時に帰るが平等で、休みたいときに休める、帰りたいときに定時で
帰るが公平だといえます。しかし技術や経験、知識を向上させたい人は、やりたいだけやれる環境も必要と考えます。

■　休んでいいと言う働き方が日本人に合っているのか。伸ばせる人材を伸ばせるような日本を目指したらどうかと思
います。

■　土木の仕事は幅が広く、その現場毎で決まる設計条件等
もあり複雑です。人が足りない中でも同じ仕事量をバラン
ス良くこなすには、互いに助け合っていくことが重要です。

□　平等と公平を考えるに、少し効率化が先行し過ぎている感
じもします。それにより社会や土木業界の弱体化も起こり
つつあり、どのように質を高め効率化を進めるかを一度考
え直す必要があると思います。

□　効率化を進めるためには人を増やす必要があり、業界自体
が魅力的で働き易い環境を創る必要があると思います。

■　受発注者が同等の立場で互いに話し合うことが結果として一番良いことであります。またメールなどは間違った
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繋げています。業務着手時に照査の時期を決めていますが、工程が遅れてしまうときもあり、照査してもミスに気
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□　構造計算はソフトを使って計算しているが、どこにどの数値を入力したかが最も照査時に力を注ぐ点です。
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ます。打合せは対面とWeb会議の適切な組み合わせが有効です。社内、世代間での雑談や対面での会話が
仕事を進める上で、非常に有効なコミュニケーションの手段であるとの意見も頂きました。

3. 品質確保 ： 従来の照査計画に従って照査技術者がチェックリストを作成してチェックするだけでは不十分では
ないか。品質を確保するための手法としては、インプットデータ等のチェックが重要であり、更に品質を高めるた
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以上、今回の意見交換会で討議された意見や経験談等については、参加者だけでなく、業界全体として共通した
内容であると思われ、愛知県の公共事業に係わる関係者間で共有されることを期待します。

□　就業時間内に一定の品質を確保できれば良いが、新入社員や経験の足りない社員は品質確保が困難です。
合わせて社員教育も充実させる方法は何かありますか。社内で働き方委員会を設けていますが、どうすれば改
善出来るか解決策が見出せていません。

□　水曜日をノー残業デーとしています。情報を共有化し、仕事量の偏りをなくして平準化に努めていますが、ノー残
業デーは他の曜日にしわ寄せが出るため、業務によってメリハリをつけています。

□　ウィークリースタンスは、受発注者ともに意識が根付いており業務環境は改善され、有休も取りやすくなったと思
います。

□　仕事量が変わらない中で生産性を向上させることが重要ですが、コンサル業務においてはDX化や、作業の定
型化、効率化のための工夫が必要です。

□　若手技術者の仕事に対する価値観（報酬、時間、プライベート、やりがい等）が多様で、上司として対応が難し
い。他の業界と比較すると技術者の個々の能力に頼っている工程が多々あり、器械やAIを活用した基盤を創
出することが急務であります。

□　多様な働き方としてテレワーク等を導入したことにより、休養等が取りやすくなり、一定の成果が出ていると思い
ます。

□　合同現地踏査は、受発注者にてお互いが問題を洗い出すという意味で必要です。
□　業務において属人化は出来るだけ少なくし、作業は情報共有を意識しながら行っています。
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【課題①】段階的施工時における水路付替工
今回施工では、掘削工・路体盛土工を予定していたが、現況排水路の流末部が土工工事にて使用できなくなるた

め、既設排水路の流末位置変更及び仮排水管φ500が必要となり、設計変更となった。

〇設計時における留意点
現地踏査の際には、前回施工と今回施工の工事進捗を考慮の上、現況排水路の流況確認後、仮設排水管の
移設や新設側溝等の仮排水利用の検討を含め、工事に支障のない仮排水路を設計することが重要となる。
また、仮排水管の検討では、事前調査として気象調査（計画値付近の降雨量及び降雨日数他）や地形、工事時
期、期間等を整理する。次に、仮排水として見込む排水流量の算定、施工時の輪荷重を考慮して仮排水管の管種と
流下能力を設定し、対象工事における流末位置や水路形式の変更が無いように計画する必要がある。

【課題②】濁水対策工におけるもみ殻袋＋カゴの設置
漁協からの要望にて、河川への濁水流出抑制対策として「もみ殻袋」を設置し、工事中に発生する濁水を濾す設
計書としたが、もみ殻袋をそのまま現場内に設置すると流出する恐れがあり、かご内に設置するように変更した。［漁
協との協議（関係機関との協議）は設計段階では行われておらず、工事発注時に行われた。］

〇設計時における留意点と事例紹介
設計段階の関係機関協議の位置づけ、主な関係機関協議
先を整理し、排水流末先の河川管理者との協議の必要性を再
確認した。
発注者及び施工会社より、濁水対策設置の経緯、もみ殻の設
置実績、選定理由等の説明を受け、知多地域の特性を確認した。
濁水対策の経験事例として、矢作川沿岸水質保全対策協
議会（略称矢水協）から発刊している「濁水に挑むPartⅡ」の文
献を基に、濁水対策の概要を紹介した。設計事例として、「撹
拌水路とろ過柵で構成される仮設沈殿池、沈砂池（竹ソダでろ
過）」を示し、沈砂池容量、構造寸法、竹ソダの高い吸着、ろ過
機能の説明と薬品未使用の特徴を解説した。

 ◇現地課題と設計時留意点

濁水対策工の位置図

付け替え水路平面図

付替水路（流末部）

現況排水管（着工前）

付替水路（現況排水管撤去）
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【研修概要】
今回の研修は、現地研修として一般国道247号常滑美浜バイパス道路改良

工事（施工：伊藤組建設（株））の工事状況を見学後、屋内研修会場の武豊町
地域交流センターへ移動し、施工時に確認された現地課題に対して、実際に行っ
た対応、設計における留意点等について意見交換を行いました。

また、知多地区の地域共通課題より研修テーマを選定するとともに、愛知県内に
おけるICT活用工事の現状について情報提供をいただき、研修を行いました。

本研修会を通して、設計時と現場との主な相違点と対応、知多地区の地域性
について意見交換でき、今後の設計に向け大変有意義な研修となりました。

 ◇挨拶・事業説明・工事概要
知多建設事務所 山本所長より、設計・施工・発注の三者が連携して立場

を超えて意見を交わすことが重要で、今後の事業推進に役立てたい、とのお言
葉をいただきました。知多土木研究会　石橋副会長からは、三者がしっかり協
議し、施工をスムーズに進めることの重要性についてご意見をいただきました。

研修対象の事業及び工事の概要について、知多建設事務所道路
整備課 木野課長、中野課長補佐より説明をいただきました。

「アソシエーションＡ・Ｉ」現地研修会の報告

令和６年度  アソシエーションＡ・Ｉ現地研修会（知多地区）
現地研修会（知多地区）は、知多建設事務所、知多土木研究会、愛知県測量設計業協会の三者が一堂に会し、

技術力の向上及び三者間の連携を図り、愛知県のインフラ整備に貢献することを目的に開催しました。
■日　時：令和6年11月29日（金） 13：30～16：30
■場　所：現地研修･･･一般国道247号常滑美浜バイパス道路改良工事（美浜町上野間地内）
　　　　　屋内研修･･･武豊町地域交流センター・２F多目的ホール
■参加者：62名（知多建設事務所始め10名、知多土木研究会23名、
　　　　　　　　愛知県測量設計業協会 29名）

一般国道247号常滑美浜バイパス　路線概要図

知多土木研究会 石橋副会長知多建設事務所 山本所長

現地研修【バイパス道路改良工事】

屋内研修【武豊町地域交流センター】

1． 事業概要
場所：常滑市小鈴谷～美浜町上野間
延長：L=3.0km
幅員：W=23.0m　第3種2級（2/4車線）
整備効果：交通の円滑化と周辺の渋滞を緩和するとともに、
　　　　　緊急輸送道路の強化を図るもの

2． 経緯
平成16年度（2004年度）：事業採択
平成26年度（2014年度）：現道拡幅区間供用
2026年春の完了に向け施工中

〔国道247号（常滑美浜バイパス）の事業概要〕

美浜町役場

美浜町運動公園
名鉄 知多奥田駅

日本福祉大学

②道路築造中（切土部）
　北方向を望む

③道路築造中
　南方向を望む

本
線現道拡幅区間

L=1.0km
（H26供用済）一般国道247号

常滑美浜バイパス
L=3.0km

施工中区間
L=2.0km

仮
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撤
去
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）

知多建設事務所
管内図

①名鉄施工状況
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【課題①】段階的施工時における水路付替工
今回施工では、掘削工・路体盛土工を予定していたが、現況排水路の流末部が土工工事にて使用できなくなるた

め、既設排水路の流末位置変更及び仮排水管φ500が必要となり、設計変更となった。

〇設計時における留意点
現地踏査の際には、前回施工と今回施工の工事進捗を考慮の上、現況排水路の流況確認後、仮設排水管の
移設や新設側溝等の仮排水利用の検討を含め、工事に支障のない仮排水路を設計することが重要となる。
また、仮排水管の検討では、事前調査として気象調査（計画値付近の降雨量及び降雨日数他）や地形、工事時
期、期間等を整理する。次に、仮排水として見込む排水流量の算定、施工時の輪荷重を考慮して仮排水管の管種と
流下能力を設定し、対象工事における流末位置や水路形式の変更が無いように計画する必要がある。

【課題②】濁水対策工におけるもみ殻袋＋カゴの設置
漁協からの要望にて、河川への濁水流出抑制対策として「もみ殻袋」を設置し、工事中に発生する濁水を濾す設
計書としたが、もみ殻袋をそのまま現場内に設置すると流出する恐れがあり、かご内に設置するように変更した。［漁
協との協議（関係機関との協議）は設計段階では行われておらず、工事発注時に行われた。］

〇設計時における留意点と事例紹介
設計段階の関係機関協議の位置づけ、主な関係機関協議
先を整理し、排水流末先の河川管理者との協議の必要性を再
確認した。
発注者及び施工会社より、濁水対策設置の経緯、もみ殻の設
置実績、選定理由等の説明を受け、知多地域の特性を確認した。
濁水対策の経験事例として、矢作川沿岸水質保全対策協
議会（略称矢水協）から発刊している「濁水に挑むPartⅡ」の文
献を基に、濁水対策の概要を紹介した。設計事例として、「撹
拌水路とろ過柵で構成される仮設沈殿池、沈砂池（竹ソダでろ
過）」を示し、沈砂池容量、構造寸法、竹ソダの高い吸着、ろ過
機能の説明と薬品未使用の特徴を解説した。

 ◇現地課題と設計時留意点

濁水対策工の位置図

付け替え水路平面図

付替水路（流末部）

現況排水管（着工前）

付替水路（現況排水管撤去）
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【研修概要】
今回の研修は、現地研修として一般国道247号常滑美浜バイパス道路改良

工事（施工：伊藤組建設（株））の工事状況を見学後、屋内研修会場の武豊町
地域交流センターへ移動し、施工時に確認された現地課題に対して、実際に行っ
た対応、設計における留意点等について意見交換を行いました。

また、知多地区の地域共通課題より研修テーマを選定するとともに、愛知県内に
おけるICT活用工事の現状について情報提供をいただき、研修を行いました。

本研修会を通して、設計時と現場との主な相違点と対応、知多地区の地域性
について意見交換でき、今後の設計に向け大変有意義な研修となりました。

 ◇挨拶・事業説明・工事概要
知多建設事務所 山本所長より、設計・施工・発注の三者が連携して立場

を超えて意見を交わすことが重要で、今後の事業推進に役立てたい、とのお言
葉をいただきました。知多土木研究会　石橋副会長からは、三者がしっかり協
議し、施工をスムーズに進めることの重要性についてご意見をいただきました。

研修対象の事業及び工事の概要について、知多建設事務所道路
整備課 木野課長、中野課長補佐より説明をいただきました。

「アソシエーションＡ・Ｉ」現地研修会の報告

令和６年度  アソシエーションＡ・Ｉ現地研修会（知多地区）
現地研修会（知多地区）は、知多建設事務所、知多土木研究会、愛知県測量設計業協会の三者が一堂に会し、

技術力の向上及び三者間の連携を図り、愛知県のインフラ整備に貢献することを目的に開催しました。
■日　時：令和6年11月29日（金） 13：30～16：30
■場　所：現地研修･･･一般国道247号常滑美浜バイパス道路改良工事（美浜町上野間地内）
　　　　　屋内研修･･･武豊町地域交流センター・２F多目的ホール
■参加者：62名（知多建設事務所始め10名、知多土木研究会23名、
　　　　　　　　愛知県測量設計業協会 29名）

一般国道247号常滑美浜バイパス　路線概要図

知多土木研究会 石橋副会長知多建設事務所 山本所長

現地研修【バイパス道路改良工事】

屋内研修【武豊町地域交流センター】

1． 事業概要
場所：常滑市小鈴谷～美浜町上野間
延長：L=3.0km
幅員：W=23.0m　第3種2級（2/4車線）
整備効果：交通の円滑化と周辺の渋滞を緩和するとともに、
　　　　　緊急輸送道路の強化を図るもの

2． 経緯
平成16年度（2004年度）：事業採択
平成26年度（2014年度）：現道拡幅区間供用
2026年春の完了に向け施工中

〔国道247号（常滑美浜バイパス）の事業概要〕
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美浜町運動公園
名鉄 知多奥田駅

日本福祉大学
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　北方向を望む
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地域共通課題は、知多土木研究会事務局を通じて研究会へアンケート調査（①設計するにあたり知多地区にて
特に留意する点、②設計するにあたり改善すべき事項、③建設コンサルタントに聞きたいこと）を実施し、カテゴリー毎
に整理した結果より、２つのテーマを選定し研修会を実施しました。研修テーマの１点目は、知多地区の地域性を踏ま
えた「基礎工の工法検討」を、２点目が多数の意見があった「現地踏査の確実実施」を選定し、テーマ毎にアンケート
結果の問かけに対する愛測協からの回答という形で研修を実施しました。

１. 基礎工の検討（知多半島独特の地層を踏まえた設計）
知多半島の地質縦断事例を基に「知多半島の地層の特徴と設計時の留意点」を念頭に、基礎工の工法検討時

の留意点として「粘性土と砂層の互層地盤における基礎工の設計、固結シルト層の適正な評価」について、愛知県
の各種手引きに示す基礎形式選定フロー（橋梁、擁壁）の資料等を用いて説明した。

■知多半島の地層の特徴
・丘陵地の大部分を占める常滑層群は、厚さ2～3ｍ程度の粘土層と砂層が無数に互層する地層群である。
・知多半島は、かつては水が得られにくく、溜池が多いこと（溜池は水を漏らさない粘土層の上に造られる、現在も知
多市だけで約1,300箇所）、粘土を原料とする窯業（常滑焼）が発展してきていることからもわかるように、各所に粘
性土が存在している。

　　　　　　　【留意点】・粘土層と砂層が無数に互層することを踏まえた基礎工の設計
　　　　　　　　　　　・広く分布する粘土層（固結シルト）の適正な評価

■基礎工の工法検討における留意点
【留意点①】粘土層と砂層の互層を支持層とする杭基礎の設計
・粘土層を支持層とする場合は、道路橋示方書で粘性土の杭先端の極限支持力度算定式が明記された打込み
杭、場所打ち杭工法から選定する。
・砂層を支持層とする場合は、追加地質調査を提案して各層の層厚のばらつきや傾斜の精度を高めた上で、その
他の杭工法を含む最適な杭工法を選定する。

【留意点②】固結シルト層の適正な評価
・知多半島に広く分布する粘性土層（固結シルト）については、標準貫入試験（N値）だけでなく、物理試験の実施を
提案し、一軸圧縮強度quを含めて支持層としての妥当性を判断する。

 ◇地域共通課題等について

知多半島の地質縦断事例
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【課題③】道路掘削部から発生した竹根の運搬処分工
建設副産物の処理として、竹根、濁水対策で用いたもみ殻の運搬処分費の計上がされておらず、設計変更となっ

た。設計では、竹（幹枝）のみ計上され、竹根の数量は計上されていなかった。

〇設計時における留意点と事例紹介
設計段階の積算単価採用の流れとして「愛

知県の積算基準及び歩掛表」の価格決定の
流れに基づき、設計技術者が積算単価を設定
する手法を解説し、その積算単価として決定す
る際の留意点を確認した。

処分先が不明な場合は、発注者へ相談をか
け、処分可能な事業所を紹介いただき見積徴
収をすることが、設計と工事の整合に繋がるこ
とになる点を設計技術者に周知した。

【課題④】擁壁置換基礎工の現場試験
測点No468+2～No469.3（左）に位置する１号重力式擁壁置換基礎流用土について、規格及び受け入れ先が

不明確であった。また、設計では、平板載荷試験を行い、必要な地耐力の確認をすることになっていたが、試験箇所
が狭く載荷試験用の重機を配置するスペースが取れないため、キャスポルに変更した。

〇設計時における留意点とキャスポルの概説
重力式擁壁直下で置換工法を採用する場

合は、基礎地盤における土質状況やN値等
の試験結果を踏まえた軟弱層としての判断と
軟弱層の厚みが条件となるため、擁壁基礎に
おける軟弱地盤対策の設計を行う場合は留
意が必要である。

キャスポルの構造と施工管理の適用範囲
を下図に示す。

キャスポルは、軽量で持ち運びに便利で、反
力を必要とせず、狭隘なスペースでも測定する
ことができ、現場で即時に結果が判明する。

キャスポルで精度良く測定できる土質範囲
は、最大粒径が37.5mm以下、10mm以上の
礫を30％以上含まない土質材料である。

竹根の発生状況

擁壁基礎形式の選定フロー
出典：愛知県「道路構造の手引き」

キャスポルの施工管理の適用範囲

出典：近畿地方整備局　近畿技術事務所の簡易支持力（キャスポル）利用の手引き 出典：メーカーカタログからの引用

最小杭長：Lmin
　Lmin=Ａ/（β）
　ここに,  A ：杭の設計法の適用範囲を示す目安値でA=1.0が杭基礎の最小値
　　　　（β）：杭基礎の特性値　β=（KD/4EI）**1/4
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地域共通課題は、知多土木研究会事務局を通じて研究会へアンケート調査（①設計するにあたり知多地区にて
特に留意する点、②設計するにあたり改善すべき事項、③建設コンサルタントに聞きたいこと）を実施し、カテゴリー毎
に整理した結果より、２つのテーマを選定し研修会を実施しました。研修テーマの１点目は、知多地区の地域性を踏ま
えた「基礎工の工法検討」を、２点目が多数の意見があった「現地踏査の確実実施」を選定し、テーマ毎にアンケート
結果の問かけに対する愛測協からの回答という形で研修を実施しました。

１. 基礎工の検討（知多半島独特の地層を踏まえた設計）
知多半島の地質縦断事例を基に「知多半島の地層の特徴と設計時の留意点」を念頭に、基礎工の工法検討時

の留意点として「粘性土と砂層の互層地盤における基礎工の設計、固結シルト層の適正な評価」について、愛知県
の各種手引きに示す基礎形式選定フロー（橋梁、擁壁）の資料等を用いて説明した。

■知多半島の地層の特徴
・丘陵地の大部分を占める常滑層群は、厚さ2～3ｍ程度の粘土層と砂層が無数に互層する地層群である。
・知多半島は、かつては水が得られにくく、溜池が多いこと（溜池は水を漏らさない粘土層の上に造られる、現在も知
多市だけで約1,300箇所）、粘土を原料とする窯業（常滑焼）が発展してきていることからもわかるように、各所に粘
性土が存在している。

　　　　　　　【留意点】・粘土層と砂層が無数に互層することを踏まえた基礎工の設計
　　　　　　　　　　　・広く分布する粘土層（固結シルト）の適正な評価

■基礎工の工法検討における留意点
【留意点①】粘土層と砂層の互層を支持層とする杭基礎の設計
・粘土層を支持層とする場合は、道路橋示方書で粘性土の杭先端の極限支持力度算定式が明記された打込み
杭、場所打ち杭工法から選定する。
・砂層を支持層とする場合は、追加地質調査を提案して各層の層厚のばらつきや傾斜の精度を高めた上で、その
他の杭工法を含む最適な杭工法を選定する。

【留意点②】固結シルト層の適正な評価
・知多半島に広く分布する粘性土層（固結シルト）については、標準貫入試験（N値）だけでなく、物理試験の実施を
提案し、一軸圧縮強度quを含めて支持層としての妥当性を判断する。

 ◇地域共通課題等について

知多半島の地質縦断事例
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【課題③】道路掘削部から発生した竹根の運搬処分工
建設副産物の処理として、竹根、濁水対策で用いたもみ殻の運搬処分費の計上がされておらず、設計変更となっ

た。設計では、竹（幹枝）のみ計上され、竹根の数量は計上されていなかった。

〇設計時における留意点と事例紹介
設計段階の積算単価採用の流れとして「愛

知県の積算基準及び歩掛表」の価格決定の
流れに基づき、設計技術者が積算単価を設定
する手法を解説し、その積算単価として決定す
る際の留意点を確認した。

処分先が不明な場合は、発注者へ相談をか
け、処分可能な事業所を紹介いただき見積徴
収をすることが、設計と工事の整合に繋がるこ
とになる点を設計技術者に周知した。

【課題④】擁壁置換基礎工の現場試験
測点No468+2～No469.3（左）に位置する１号重力式擁壁置換基礎流用土について、規格及び受け入れ先が

不明確であった。また、設計では、平板載荷試験を行い、必要な地耐力の確認をすることになっていたが、試験箇所
が狭く載荷試験用の重機を配置するスペースが取れないため、キャスポルに変更した。

〇設計時における留意点とキャスポルの概説
重力式擁壁直下で置換工法を採用する場

合は、基礎地盤における土質状況やN値等
の試験結果を踏まえた軟弱層としての判断と
軟弱層の厚みが条件となるため、擁壁基礎に
おける軟弱地盤対策の設計を行う場合は留
意が必要である。

キャスポルの構造と施工管理の適用範囲
を下図に示す。

キャスポルは、軽量で持ち運びに便利で、反
力を必要とせず、狭隘なスペースでも測定する
ことができ、現場で即時に結果が判明する。

キャスポルで精度良く測定できる土質範囲
は、最大粒径が37.5mm以下、10mm以上の
礫を30％以上含まない土質材料である。

竹根の発生状況

擁壁基礎形式の選定フロー
出典：愛知県「道路構造の手引き」

キャスポルの施工管理の適用範囲

出典：近畿地方整備局　近畿技術事務所の簡易支持力（キャスポル）利用の手引き 出典：メーカーカタログからの引用

最小杭長：Lmin
　Lmin=Ａ/（β）
　ここに,  A ：杭の設計法の適用範囲を示す目安値でA=1.0が杭基礎の最小値
　　　　（β）：杭基礎の特性値　β=（KD/4EI）**1/4
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ICT活用工事の概要、愛知県の取組みについて、建設局土木部建設企画課　今泉主査より情報提供をいただ
いた。

■ICT活用工事の概要
ICT工事の概要として、「ICＴ活用工事の流れ、ICT建設機械による施工（従来施工とICＴ施工の比較）、ICT（土工）
活用工事の効果検証（作業時間の削減効果・安全性の検証）、ICT建設機械活用のメリット」について、説明をいただ
いた。

本研修会の最後に、知多建設事務所の横里企画調整監より講評をいただきました。
研修で取り上げた課題については、知多半島の現場特有の課題もありましたが、今後、同
様の設計事案が生じた場合に、設計者の皆様に参考となる適切なテーマを抽出し、ご議論
いただいたと思っています。機会があれば、本日の議論を思い起こしていただき、ぜひ参考に
していただきたい。土木研究会の皆様にご協力いただいたアンケートでは、占用物の事前把
握、使用機械・工法の選定等の問題より、工事工程への影響指摘を含む重要なキーワード
が多数ありました。設計成果がより現場に即したものとなり、施工者である研究会の皆様が
効率的に工事を進めるためには、発注者、施工者、設計者の三者が、現場を前にしてより柔
軟に意思の疎通を図ることが大切です。
愛知県では設計施工確認会議、いわゆる三者会議を用意しているので、前向きに活用をお願いしたい。
本日の会議に参加した皆様が共通して指向するのは、社会インフラの整備・適正な維持管理をして、人々の生命
財産の保全やより良いサービスの提供等を図るもので、ベクトルは一致していると感じています。共通の目標に向け
て、お互いが前向きに協力し、より良い仕事ができるように進めて参りたいと思います。

最後に、本研修会の開催にあたり、知多建設事務所、知多土木研究会をはじめ伊藤組建設株式会社、関係者の
皆様からご協力をいただきましたことに厚く御礼申し上げます。

 ◇講　評

知多建設事務所
横里企画調整監

■愛知県の取組み
愛知県（建設局、都市・交通局）では、平成28年度から大規模な土工、舗装工で「発注者指定型」によりICT建設
機械を用いた情報化施工の取組みを開始し、令和6年現在で全17工種にて実施している。
愛知県の取組みの状況として、「ICT活用工事のこれまでの取組み、実施状況（発注形式別、工種別）、各発注形
式の要件、取り組み内容と成績評価、ICT活用工事取組証の発行、総合評価落札方式における評価、工事成績に
おける評価」について、説明をいただきました。
県としては、国の制度と変えて機械施工を必須としない3次元の出来高管理だけ選択できる発注者指定簡易型

の制度を設けており、未経験の中小企業建設業者の皆様にも３次元の出来高管理から導入する取り組みも可能と
のことです。技術者不足という課題等をICT技術で補う活用等を含めて、ご紹介をいただきました。

ICT活用工事のこれまでの取り組み

➢大規模な土工・舗装工で『発注者指定型』により情報化施工の取組開始（2工種）

➢規模要件を付さない『受注者希望型』を新設
➢工事成績において取組項目数に応じて加点評価の取組開始

➢『発注者指定型』の規模要件引き下げ
　（予定価格：8千万円以上→5千万円以上、ICT土工の土量：10,000m3以上→5,000m3以上）

➢ICT土工に『受注者希望1型』を新設し、掘削又は盛土が1,000m3以上の工事を対象に実施協議を必須
➢総合評価落札方式の評価項目にICT建設機械による施工実績を追加
➢法面工始め4工種追加（計6工種）

➢舗装工（修繕工）始め5工種追加（計11工種）

➢ICT土工に『発注者指定簡易型』を新設し、予定価格5,000万円以上かつ掘削又は盛土が1,000m3以上の工事を
対象に、「ICT建設機械による施工」、「3次元出来形管理等の施工管理」のいずれかは必須

➢地盤改良工（港湾）を追加（計12工種）

➢国で導入済みの5工種を追加（計17工種）
　①土工（1,000m3未満）、②小規模土工、③構造物工（橋台・橋脚）、④基礎工、⑤擁壁工

➢『発注者指定簡易型』の規模要件引き下げ
　（予定価格：5千万円以上→金額要件廃止、ICT土工の土量：1,000m3以上）

H28

H30
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ICT活用工事の概要、愛知県の取組みについて、建設局土木部建設企画課　今泉主査より情報提供をいただ
いた。

■ICT活用工事の概要
ICT工事の概要として、「ICＴ活用工事の流れ、ICT建設機械による施工（従来施工とICＴ施工の比較）、ICT（土工）
活用工事の効果検証（作業時間の削減効果・安全性の検証）、ICT建設機械活用のメリット」について、説明をいただ
いた。

 ◇愛知県におけるICT活用工事の現状

■愛知県の取組み
愛知県（建設局、都市・交通局）では、平成28年度から大規模な土工、舗装工で「発注者指定型」によりICT建設
機械を用いた情報化施工の取組みを開始し、令和6年現在で全17工種にて実施している。
愛知県の取組みの状況として、「ICT活用工事のこれまでの取組み、実施状況（発注形式別、工種別）、各発注形
式の要件、取り組み内容と成績評価、ICT活用工事取組証の発行、総合評価落札方式における評価、工事成績に
おける評価」について、説明をいただきました。
県としては、国の制度と変えて機械施工を必須としない3次元の出来高管理だけ選択できる発注者指定簡易型

の制度を設けており、未経験の中小企業建設業者の皆様にも３次元の出来高管理から導入する取り組みも可能と
のことです。技術者不足という課題等をICT技術で補う活用等を含めて、ご紹介をいただきました。

ICT活用工事の流れ

２. 現地踏査の確実実施
下図に示す設計業務の標準的な流れにおいて現地踏査は、設計業務の初期段階に位置づけられ、作業内容に
示す「設計・施工計画等に必要と考えられる現地の状況を確認する作業」である。

また、受発注者が合同で現地調査を実施する機会もあり、設計条件や施工の留意点、現設計方針の確認等をす
る点についても研修時に説明した。
研修内容としては、作業手順と現地調査の設計・施工に対する着目点、調査時の留意点、設計が進んだ状況で

の再確認等の必要性を説明し、現地踏査の確実実施に努めて品質向上につなげることを周知した。現地踏査の時
期、回数等については、施工計画の段階等を含め複数回・再確認している実情にも理解を求め、設計者として現場
での確認漏れがないように周知徹底を図る点も説明した。

事前準備

作業フロー 作業内容

現地踏査

設計計画

業務概要、実施方針、業務工程、組織計画、打合せ計画等を記載した業務計画等を作成する。

平面設計、横断設計、道路附帯構造物設計、小構造物設計、仮設構造物設計、用排水設計、
舗装工設計を行う.。

設計に必要な現地状況を把握するために現地踏査を行う。
現地踏査では、予備設計で計画されている構造物等の位置、交差または付替道路、用排水系統
等について確認するとともに、当該設計箇所における地形、地質、地物、植生、土地利用状況等
についても確認を行う。

設計業務（道路設計）の標準的な流れ（抜粋）
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ICT活用工事の概要、愛知県の取組みについて、建設局土木部建設企画課　今泉主査より情報提供をいただ
いた。
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いただいたと思っています。機会があれば、本日の議論を思い起こしていただき、ぜひ参考に
していただきたい。土木研究会の皆様にご協力いただいたアンケートでは、占用物の事前把
握、使用機械・工法の選定等の問題より、工事工程への影響指摘を含む重要なキーワード
が多数ありました。設計成果がより現場に即したものとなり、施工者である研究会の皆様が
効率的に工事を進めるためには、発注者、施工者、設計者の三者が、現場を前にしてより柔
軟に意思の疎通を図ることが大切です。
愛知県では設計施工確認会議、いわゆる三者会議を用意しているので、前向きに活用をお願いしたい。
本日の会議に参加した皆様が共通して指向するのは、社会インフラの整備・適正な維持管理をして、人々の生命
財産の保全やより良いサービスの提供等を図るもので、ベクトルは一致していると感じています。共通の目標に向け
て、お互いが前向きに協力し、より良い仕事ができるように進めて参りたいと思います。

最後に、本研修会の開催にあたり、知多建設事務所、知多土木研究会をはじめ伊藤組建設株式会社、関係者の
皆様からご協力をいただきましたことに厚く御礼申し上げます。

 ◇講　評

知多建設事務所
横里企画調整監

■愛知県の取組み
愛知県（建設局、都市・交通局）では、平成28年度から大規模な土工、舗装工で「発注者指定型」によりICT建設
機械を用いた情報化施工の取組みを開始し、令和6年現在で全17工種にて実施している。
愛知県の取組みの状況として、「ICT活用工事のこれまでの取組み、実施状況（発注形式別、工種別）、各発注形
式の要件、取り組み内容と成績評価、ICT活用工事取組証の発行、総合評価落札方式における評価、工事成績に
おける評価」について、説明をいただきました。
県としては、国の制度と変えて機械施工を必須としない3次元の出来高管理だけ選択できる発注者指定簡易型

の制度を設けており、未経験の中小企業建設業者の皆様にも３次元の出来高管理から導入する取り組みも可能と
のことです。技術者不足という課題等をICT技術で補う活用等を含めて、ご紹介をいただきました。

ICT活用工事のこれまでの取り組み

➢大規模な土工・舗装工で『発注者指定型』により情報化施工の取組開始（2工種）

➢規模要件を付さない『受注者希望型』を新設
➢工事成績において取組項目数に応じて加点評価の取組開始

➢『発注者指定型』の規模要件引き下げ
　（予定価格：8千万円以上→5千万円以上、ICT土工の土量：10,000m3以上→5,000m3以上）

➢ICT土工に『受注者希望1型』を新設し、掘削又は盛土が1,000m3以上の工事を対象に実施協議を必須
➢総合評価落札方式の評価項目にICT建設機械による施工実績を追加
➢法面工始め4工種追加（計6工種）

➢舗装工（修繕工）始め5工種追加（計11工種）

➢ICT土工に『発注者指定簡易型』を新設し、予定価格5,000万円以上かつ掘削又は盛土が1,000m3以上の工事を
対象に、「ICT建設機械による施工」、「3次元出来形管理等の施工管理」のいずれかは必須
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➢『発注者指定簡易型』の規模要件引き下げ
　（予定価格：5千万円以上→金額要件廃止、ICT土工の土量：1,000m3以上）
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H30
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ICT活用工事の概要、愛知県の取組みについて、建設局土木部建設企画課　今泉主査より情報提供をいただ
いた。
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ICT工事の概要として、「ICＴ活用工事の流れ、ICT建設機械による施工（従来施工とICＴ施工の比較）、ICT（土工）
活用工事の効果検証（作業時間の削減効果・安全性の検証）、ICT建設機械活用のメリット」について、説明をいただ
いた。

 ◇愛知県におけるICT活用工事の現状
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愛知県（建設局、都市・交通局）では、平成28年度から大規模な土工、舗装工で「発注者指定型」によりICT建設
機械を用いた情報化施工の取組みを開始し、令和6年現在で全17工種にて実施している。
愛知県の取組みの状況として、「ICT活用工事のこれまでの取組み、実施状況（発注形式別、工種別）、各発注形
式の要件、取り組み内容と成績評価、ICT活用工事取組証の発行、総合評価落札方式における評価、工事成績に
おける評価」について、説明をいただきました。
県としては、国の制度と変えて機械施工を必須としない3次元の出来高管理だけ選択できる発注者指定簡易型

の制度を設けており、未経験の中小企業建設業者の皆様にも３次元の出来高管理から導入する取り組みも可能と
のことです。技術者不足という課題等をICT技術で補う活用等を含めて、ご紹介をいただきました。

ICT活用工事の流れ

２. 現地踏査の確実実施
下図に示す設計業務の標準的な流れにおいて現地踏査は、設計業務の初期段階に位置づけられ、作業内容に
示す「設計・施工計画等に必要と考えられる現地の状況を確認する作業」である。

また、受発注者が合同で現地調査を実施する機会もあり、設計条件や施工の留意点、現設計方針の確認等をす
る点についても研修時に説明した。
研修内容としては、作業手順と現地調査の設計・施工に対する着目点、調査時の留意点、設計が進んだ状況で

の再確認等の必要性を説明し、現地踏査の確実実施に努めて品質向上につなげることを周知した。現地踏査の時
期、回数等については、施工計画の段階等を含め複数回・再確認している実情にも理解を求め、設計者として現場
での確認漏れがないように周知徹底を図る点も説明した。

事前準備

作業フロー 作業内容

現地踏査

設計計画

業務概要、実施方針、業務工程、組織計画、打合せ計画等を記載した業務計画等を作成する。

平面設計、横断設計、道路附帯構造物設計、小構造物設計、仮設構造物設計、用排水設計、
舗装工設計を行う.。

設計に必要な現地状況を把握するために現地踏査を行う。
現地踏査では、予備設計で計画されている構造物等の位置、交差または付替道路、用排水系統
等について確認するとともに、当該設計箇所における地形、地質、地物、植生、土地利用状況等
についても確認を行う。

設計業務（道路設計）の標準的な流れ（抜粋）
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［協会内向けの活動］
● 局地的な豪雨や土砂災害をはじめ、年々増加する激甚災害や今後

発生が予想される南海トラフ巨大地震などの大規模災害に備え、
会員の災害復旧等関連業務への対応力向上と、技術継承を目的
とした研修会を開催しました。

日　時：令和6年10月30日（金）
場　所：中日ホール＆カンファレンス及びWebセミナー形式
対象者：測量及び設計業務 実務担当者
参加者：会員20社　57名（内オンライン 13名）
内　容：1. 令和5年6月豪雨災害に関する報告
　　　　2. 中部地区協災害協定についての報告
　　　　3. 令和6年1月能登半島地震災害復旧支援に関する報告
　　　　4. 災害復旧等関連事業の位置づけと流れ
　　　　5. 実例を基にしたグル－プワーク（対面のみ）
　　　　6. 実際の復旧計画の提示と総評（対面のみ）
　　　　※講習終了後、対面参加者による懇親会を実施

始めに、令和5年6月豪雨災害に関する情報及び災害査定業務を進める上での問題点、今後の課題について説
明しました。また、協会会員からのアンケ－トを基に、愛知県との協議や協会への要望請事項に関する内容を報告し
ました。併せて、現在進行中である、中部地区協議会災害応援協力協定の内容についても説明しました。

次に、能登半島地震災害事業支援に関する経過報告を行いました。災害支援に出向かれた会員各社にアンケ
－トを実施し、結果を基に様々な問題点や改善点の実例を参加者で共有するとともに、協会として、今後の体制や仕
組みづくりの参考として役立てていきます。

研修会の内容として、主に「経験の浅い技術者」や「災害復旧等に関する業務を経験していない方」を対象に、
体験型のグル－プワークを実施しました。小規模な災害復旧等関連事業の実務の流れについて学んでいただき、災
害査定業務への気づきや意識向上の契機となりました。講習終了後は、会員各社の参加者の交流を目的に懇親会
を行いました。参加者同士の交流が図れ、会員間のネットワーク作りができたと思われます。

今後も、このような講習会を継続していくことで、災害復旧等関連事業に対する対応力が強化され、協会員の団
結力もより強くなるように感じました。

● 例年通り、愛測協事務局を災害対策本部とし、協会員を対象とし
た連絡訓練を実施した。連絡訓練の結果を愛知県建設企画課、
各建設事務所、港務所に報告し、協会の災害対応への体制を確
認していただいた。
日時場所：令和6年9月4日（水）　愛測協事務局 
参　加　者：愛知県建設企画課、9建設事務所、2港務所

● 今後の災害対応における体制強化を図ることを目的とした、正副幹事会社を対象とした会議を開催し、令和5
年6月豪雨災害における課題の共有や地区別補助体制の検討を行いました。
日時場所：令和7年2月6日（水）　愛測協事務局（対面web併用）
参　加　者：正副幹事会社16社　22名

災害時連絡訓練の模様

講演会の模様

体験型ワークショップの模様
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令和6年度　危機管理委員会活動報告

危機管理委員会は、災害対応力向上を目的に協会内外との関係を構築しつつ、大規模災害に備えるための
活動をしております。

当委員会は、協会内向けと対外向けとして、委員会活動を進めています。
以下に、それぞれの活動実績を報告致します。

【令和6年度　危機管理委員会 活動予定表】
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委 員 長
副委員長

〃
〃

委 員
〃
〃

委 員
〃
〃
〃
〃
〃

川 﨑 敏 昭
吉 本 三 広
柴 田 修 身   
瀧 　 高 雄
川 地 昭 宏
中 村 竜 平
西 尾 美 徳

石 原 正 敏
鈴 木 善 晴
河　村　利由紀
浅 野 　 強
早 川 友 幸
樋 口 　 　 悟

測量委員会・建設コンサルタンツ委員会・危機管理委員会名簿

測量委員会

委 員 長
副委員長

〃
委 員

〃

委 員
〃
〃
〃
〃

石 堂 公 彦
服 部 真 澄
久 松 裕 志
渡 辺 徳 之
都 築 章 宏

奥 村 和 夫
石 黒 茂 樹
村 越 章 人
廣 田 保 雄
箕 浦 文 磨

建設コンサルタンツ委員会　

委 員 長
副委員長

〃
委 員

〃
〃

委 員
〃
〃
〃
〃

小 中 達 雄
早 川 正 喜
河 本 啓 一
河 　 正 根
本 多 孝 久
酒 井 泰 明

廣 瀬 稔 也
金 子 忠 浩
池 端 　 康
松 原 智 則
松　本　健太郎

危機管理委員会　

副 会 長
〃

副 会 長青 木 拓 生
山 本 成 竜

西 出 剛 大

［協会外向けの活動］
● 大規模災害が発生した場合における土砂災害の備えとして愛知県建設局砂防課との共催で愛知県職員の

方々及び会員各社を対象に講習会を開催しました。
日時場所：令和6年6月28日（金）　西三河総合庁舎
参　加　者：会員28社　45名

【講習会の内容】
　　　　　第1部　災害関連緊急砂防事業等について　
　　　　　　　1）災害関連緊急砂防事業の概要
　　　　　　　2）令和5年6月2日発生豊川市御津山災害関連緊急砂防事業の概要
　　　　　　　3）災害復旧事業の概要
　　　　　　　4）令和5年度の災害復旧事業の事例及び査定での注意点
　　　　　第2部　災害復旧等関連事業の流れ－初動編－
　　　　　　　（株）石田技術コンサルタンツ　河　正根
　　　　　第3部　地上型レーザースキャナを使用した災害現場調査例
　　　　　　　中部復建（株）　池端　康 
　　　　　第4部　UAV技術の活用と課題
　　　　　　　（株）愛河調査設計  山本 成竜

● 愛知県建設企画課、砂防課の方 と々豪雨災害等の対応について、意見交換を行いました。

日時場所：令和6年7月21日（水）　愛測協事務局
参　加　者：愛知県建設企画課、砂防課、危機管理委員会

令和5年度に開催された意見交換会で抽出された様々な課題に基づき、課題解決に向けた意見交換を今
年度も実施しました。今後も愛知県と継続的に災害対応について意見交換を行い、中長期的なスパンで課題
解決に取り組んで行きたいと思います。

● 3県合同「災害時における中部地区県測協の応援協力に関する協定」についての意見交換会を開催しまし
た。この意見交換会では平成23年度に協定を締結した内容について意見を交わし、より具体的な内容に詰め
ていくことを目的としています。

日時場所：令和6年10月17日（金）　愛測協事務局（web会議）
　　　　　令和7年 3月11日（火）　愛測協事務局（web会議）
参　加　者：（一社）岐阜県測量設計業協会
　　　　　（一社）静岡県測量設計業協会
　　　　　（一社）愛知県測量設計業協会
テ　ー　マ：①今後の協議会の進め方について
　　　　　②合同研修会の開催について
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松　本　健太郎
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［協会外向けの活動］
● 大規模災害が発生した場合における土砂災害の備えとして愛知県建設局砂防課との共催で愛知県職員の

方々及び会員各社を対象に講習会を開催しました。
日時場所：令和6年6月28日（金）　西三河総合庁舎
参　加　者：会員28社　45名

【講習会の内容】
　　　　　第1部　災害関連緊急砂防事業等について　
　　　　　　　1）災害関連緊急砂防事業の概要
　　　　　　　2）令和5年6月2日発生豊川市御津山災害関連緊急砂防事業の概要
　　　　　　　3）災害復旧事業の概要
　　　　　　　4）令和5年度の災害復旧事業の事例及び査定での注意点
　　　　　第2部　災害復旧等関連事業の流れ－初動編－
　　　　　　　（株）石田技術コンサルタンツ　河　正根
　　　　　第3部　地上型レーザースキャナを使用した災害現場調査例
　　　　　　　中部復建（株）　池端　康 
　　　　　第4部　UAV技術の活用と課題
　　　　　　　（株）愛河調査設計  山本 成竜

● 愛知県建設企画課、砂防課の方 と々豪雨災害等の対応について、意見交換を行いました。

日時場所：令和6年7月21日（水）　愛測協事務局
参　加　者：愛知県建設企画課、砂防課、危機管理委員会

令和5年度に開催された意見交換会で抽出された様々な課題に基づき、課題解決に向けた意見交換を今
年度も実施しました。今後も愛知県と継続的に災害対応について意見交換を行い、中長期的なスパンで課題
解決に取り組んで行きたいと思います。

● 3県合同「災害時における中部地区県測協の応援協力に関する協定」についての意見交換会を開催しまし
た。この意見交換会では平成23年度に協定を締結した内容について意見を交わし、より具体的な内容に詰め
ていくことを目的としています。

日時場所：令和6年10月17日（金）　愛測協事務局（web会議）
　　　　　令和7年 3月11日（火）　愛測協事務局（web会議）
参　加　者：（一社）岐阜県測量設計業協会
　　　　　（一社）静岡県測量設計業協会
　　　　　（一社）愛知県測量設計業協会
テ　ー　マ：①今後の協議会の進め方について
　　　　　②合同研修会の開催について
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昭和42年8月 社団法人全国測量業協会中部支部愛知県支会発足
昭和49年10月 愛知県測量設計業協会設立総会
昭和49年11月 愛知県より社団法人認可 
  社団法人愛知県測量設計業協会発足（会員数98社）
昭和50年3月  機関誌「あいちの会報」創刊
昭和50年10月  同上を「協会通信」に名称を改称し、刊行
昭和53年12月 協会章を制定
昭和54年11月  創立5周年記念式典及び祝賀会開催
  記念誌「5年の歩み」刊行
昭和59年11月  創立10周年記念式典及び祝賀会開催
  記念誌「10年の歩み」刊行
平成3年11月  機関誌「方位」創刊、現在に至る
平成6年11月 創立20周年記念式典及び祝賀会開催
  記念誌「道標」刊行
平成11年11月  創立25周年記念式典及び祝賀会開催
平成15年4月  技術委員会だより「テクノアイ」創刊
平成16年10月 「アメリカ伊能大図里帰りフロア展 in ナゴヤドーム」開催
平成16年11月 創立30周年記念式典及び祝賀会開催
平成18年7月 厚生労働省所管（独）雇用・能力開発機構の中小企業
  人材確保推進事業助成金受給団体に認定
平成21年4月 実践型人材養成システムによる教育訓練を実施中
平成21年5月 創立35周年記念式典及び祝賀会開催
平成23年3月 大災害時における愛知・岐阜・静岡の三県測協間の応援に
  関する協定の締結
  愛知県との災害時緊急支援に関する協定の締結
平成25年4月 一般社団法人へ移行
平成26年11月 創立40周年記念式典及び祝賀会開催
  創立40周年記念誌「方位」刊行
令和6年11月 創立50周年記念式典及び祝賀会開催
令和7年2月 創立50周年記念誌「方位」刊行

協会の主要な事業

〒460-0002
名古屋市中区丸の内3丁目19番30号
愛知県住宅供給公社ビル3階
TEL 052-953-5021  FAX 052-953-5020

mail ： jimukyoku@aisokkyo.or.jp
http ：//www.aisokkyo.or.jp　　　　　　　　

一般社団法人 愛知県測量設計業協会
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協会の沿革

（１）測量設計業の技術及び経営の改善に関する調査研究

（２）測量設計業に関する法制及び施策の調査研究

（３）測量設計業の技術、経営等に関する研修会、講習会等の開催

（４）測量設計業の諸制度、経営等に関する情報及び資料の収集

（５）測量設計業の社会的使命に関する宣伝及び普及啓発

（６）測量業に関する登録申請等に係る助言、指導及び相談等

（７）関係機関等への要望、連絡、意見交換及び提携等

（８）その他本法人の目的を達成するために必要な事業

測量委員会・建設コンサルタンツ委員会・危機管理委員会だより


